
　３月16日、新見公立大学で卒業証書・学位記授与
式が行われ、卒業生や家族、教職員など約500人が出
席しました。
　式では各学科の代表者に卒業証書が授与された後、
学業、人格ともに優れた学生を表彰する「赤木孜一
賞」が３人に贈られました。
　卒業生・修了生195人は、さまざまな思いを胸に、
たくさんの思い出が詰まった学び舎を後にしました。
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戎
市
長
は
３
月
市
議
会
定
例
会
で
、
令

和
６
年
度
の
市
政
推
進
に
向
け
た
所
信
を

表
明
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
と
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

施
政
方
針
（
要
旨
）

　
令
和
２
年
12
月
に
市
長
に
就
任
し
て
か

ら
３
年
余
り
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
を
は
じ
め
、
災
害
か
ら
の
復
旧
、

防
災
・
減
災
対
策
な
ど
、
市
民
の
生
命
や

財
産
を
守
る
と
と
も
に
、
急
速
に
進
む
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
も

的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
同
じ
く
最
重
要
課
題
と
し
て
き
た
の
が

人
口
減
少
対
策
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
市

長
就
任
時
か
ら
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
向

け
て
、「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
の
流
れ

を
変
え
る
た
め
の
各
種
施
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
令
和
４
年
度
に
お
け
る
本

市
人
口
の
社
会
増
減
数
の
目
標
値
を
達
成

す
る
な
ど
、
確
実
に
成
果
が
現
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、
急
速
に
進

行
す
る
少
子
化
や
市
内
産
業
の
担
い
手
確

保
な
ど
の
諸
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
し
、
市
長
就
任
１
期
目
の
総
仕
上
げ
と

す
る
べ
く
、
次
の
３
本
の
柱
を
立
て
、
市

政
を
展
開
い
た
し
ま
す
。
一
つ
目
の
柱
は

「
移
住
・
定
住
の
推
進
」、
二
つ
目
の
柱

は
「
稼
げ
る
地
場
産
業
の
振
興
」、
三
つ

目
の
柱
は
「
市
民
生
活
の
安
全
安
心
と
持

続
的
発
展
」
で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
３
本

の
柱
に
加
え
て
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
強
力
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
の
達
成
を
通
じ
て
、「
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
の
流
れ
を
変
え
、「
第

３
次
新
見
市
総
合
計
画
」
の
将
来
像
に
掲

げ
た
「
人
と
地
域
が
輝
き 

未
来
に
つ
な

が
る 

源
流
共
生
の
ま
ち
・
に
い
み
」
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
見
市
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
で
あ
る

市
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
こ
れ
か
ら
も
全
身
全
霊
で
職
責
を
全

う
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

３月市議会定例会

産
業・経
済

～
産
業
の
活
力
を
高
め
、
持
続
可
能

な
地
域
経
済
を
つ
く
る
～

　
農
業
分
野
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被

害
を
防
止
し
、
安
心
し
て
営
農
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
捕
獲
奨
励
金
を
増
額

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
サ
ル
被
害
防
止

用
複
合
柵
の
設
置
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
農
業
の
効
率
化

や
高
品
質
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
新

規
就
農
者
の
確
保
と
育
成
を
行
い
、
農
業

の
担
い
手
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
畜
産
業
分
野
で
は
、
牛
舎
・
堆
肥
舎
な

ど
の
施
設
整
備
や
草
地
刈
取
用
機
械
な
ど

の
導
入
を
支
援
し
、
千
屋
牛
の
積
極
的
な

増
頭
を
図
り
ま
す
。

　
林
業
分
野
で
は
、
林
業
従
事
者
の
確
保

と
育
成
を
図
る
た
め
、
林
業
従
事
者
に
対

し
て
、
林
業
に
必
要
な
技
術
や
知
識
の
習

得
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
適
切
な
森
林
整
備
を
行
う
た
め
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
基
に
、
森
林
境

界
の
明
確
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
駆
除
事
業

【
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
】

�

２
，５
１
８
万
円

　
猿
被
害
防
止
対
策
事
業

�

５
３
０
万
円

　
農
作
物
被
害
対
策
事
業

�

３
，３
３
５
万
円

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

�

３
０
０
万
円

拡新拡

新
規
就
農
者
確
保
対
策
事
業

�

１
，６
０
０
万
円

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業

�

３
，３
０
５
万
円

飼
料
生
産
基
盤
拡
大
事
業

�

５
０
０
万
円

千
屋
牛
生
産
基
盤
拡
大
事
業

�

６
０
０
万
円

千
屋
牛
生
産
振
興
奨
励
事
業

�

６
０
０
万
円

　
林
業
資
格
取
得
支
援
事
業

【
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
】

�

２
０
０
万
円

森
林
境
界
明
確
化
事
業

【
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
】

�

３
，９
０
３
万
円

木
材
生
産
向
上
支
援
事
業

【
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
】

�

４
，０
０
０
万
円

　
本
年
度
開
催
さ
れ
る
「
森
の
芸
術
祭　

晴
れ
の
国
・
岡
山
」
に
お
い
て
満
奇
洞
に

芸
術
作
品
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
期

間
中
に
新
見
駅
と
満
奇
洞
間
の
ア
ク
セ
ス

バ
ス
を
運
行
し
、
観
光
客
の
誘
致
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
関
西
方
面
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め
、
大
阪
環
状
線
で
運
行
さ
れ
て
い

る
電
車
の
車
体
や
車
内
広
告
を
独
占
展
開

し
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。

　　
『
森
の
芸
術
祭
』
満
奇
洞
ア
ク
セ
ス
バ

ス
運
行
事
業�

６
０
０
万
円

　
『
森
の
芸
術
祭
』
大
阪
環
状
線
Ａ
Ｄ
ト
レ

イ
ン
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業�

１
，３
０
０
万
円

新新新

新
年
度
ス
タ
ー
ト

新
年
度
ス
タ
ー
ト
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『
森
の
芸
術
祭
』
カ
ル
ス
ト
台
地
の
文

化
・
芸
術
を
巡
る
ツ
ア
ー
造
成
事
業

�

１
６
５
万
円

　
美
容
体
験
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
事
業

�

３
３
０
万
円

　
地
域
雇
用
の
拡
大
や
労
働
力
の
確
保
の

た
め
、
市
内
事
業
所
へ
就
職
し
た
人
に
対

し
、
奨
励
金
と
し
て
３
年
間
で
最
大
30
万

円
分
の
「
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト
」
を
付
与

し
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
は
周
知
を
行
い

令
和
７
年
度
か
ら
支
給
し
、市
内
の
高
校・

大
学
新
卒
者
は
就
職
し
た
年
度
に
10
万
円

分
加
算
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
企
業
へ
の
関
心
を
高
め
就

職
へ
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、
市
内
高

校
で
の
企
業
説
明
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

地
域
密
着
型
の
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
商
業
分
野
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ａ
に
よ
る
市
内
経
済
の
好
循
環
を
実
現

す
る
た
め
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
や
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
へ
の

乗
り
換
え
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
啓
発

事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
内
就
職
奨
励
事
業

（
奨
励
金
は
令
和
７
年
度
～
）�

２
０
０
万
円

　
市
内
高
等
学
校
で
の
市
内
企
業
Ｐ
Ｒ
事
業

�

５
万
円

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
電
子
マ
ネ
ー

利
用
促
進
事
業�

７
，３
９
０
万
円

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
啓
発
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
２
０
万
円

新新新新新新

健
康・福
祉

～
健
や
か
に
暮
ら
せ
、
子
育
て
が
で

き
る
ま
ち
を
つ
く
る
～

　
介
護
事
業
所
の
人
材
お
よ
び
看
護
師
確

保
の
た
め
、
市
内
介
護
事
業
所
も
し
く
は

医
療
機
関
へ
就
職
し
た
人
に
対
し
、
奨
励

金
と
し
て
５
年
間
で
最
大
50
万
円
を
支
給

し
ま
す
。
な
お
、
介
護
職
員
・
看
護
師
へ

の
奨
励
金
は
、
ど
ち
ら
も
本
年
度
に
周
知

を
行
い
令
和
７
年
度
か
ら
支
給
し
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
増
進
施
設
「
げ
ん
き
広
場

に
い
み
」
の
改
修
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴

い
、
親
子
体
験
会
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
実
施
事
業

�

１
６
９
万
円

　
げ
ん
き
広
場
に
い
み
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ

ベ
ン
ト
事
業�

２
５
０
万
円

新新

　
全
て
の
妊
産
婦
・
子
育
て
世
帯
を
対
象

に
児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の
一
体
的
支
援

を
行
う
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
設
置

に
向
け
た
体
制
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
18
歳
ま
で
の
医
療
費

自
己
負
担
分
の
全
額
助
成
や
、
出
生
児
一

人
に
つ
き
20
万
円
を
支
給
し
妊
娠
・
出
産

に
係
る
経
済
的
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

本
年
度
か
ら
産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

す
る
な
ど
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
育
児
ま

で
を
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト
し
、
安
心
し

て
子
育
て
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
体
制
整
備
事
業

�

２
８
３
万
円

子
育
て
支
援
医
療
費
給
付
事
業

�

９
，８
４
９
万
円

子
育
て
支
援
金
支
給
事
業

�

１
，０
０
０
万
円

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

�

１
，７
９
３
万
円

　
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

�

５
１
６
万
円

乳
児
・
妊
産
婦
個
別
健
康
診
査
無
料
化
事
業

�

１
，５
３
６
万
円

　
高
齢
者
な
ど
の
移
動
手
段
を
確
保
し
外

出
機
会
の
増
進
を
図
る
た
め
、
運
転
免
許

証
を
保
有
し
て
い
な
い
75
歳
以
上
の
人
や

障
が
い
者
・
要
介
護
者
な
ど
に
対
す
る
タ

ク
シ
ー
料
金
の
利
用
助
成
を
通
年
に
拡
充

し
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
な
医
療
を
適
切
に
受
け
て

い
た
だ
く
た
め
、
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳

新拡

１
級
所
持
者
の
医
療
費
の
一
部
を
市
独
自

で
負
担
し
ま
す
。

　
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

�

２
，１
９
１
万
円

　
精
神
障
が
い
者
医
療
費
給
付
事
業

�

１
４
０
万
円

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

～
誰
も
が
生
き
活
き
と
輝
く
個
性
を

育
む
ま
ち
を
つ
く
る
～

　
義
務
教
育
で
は
、
保
護
者
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
本
市
独
自
の
子

育
て
支
援
と
し
て
、
小
中
学
校
の
学
校
給

食
費
に
相
当
す
る「
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト
」

を
付
与
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
佐
地
区
に
お
け
る
将
来
的
な

児
童
生
徒
の
減
少
な
ど
へ
の
対
応
や
教
育

の
質
の
充
実
を
図
る
た
め
、
刑
部
小
学
校

と
大
佐
中
学
校
を
一
体
と
し
た
、
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
校
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

　
高
等
学
校
の
分
野
で
は
、
市
内
高
校
の

さ
ら
な
る
魅
力
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年

度
か
ら
資
格
取
得
助
成
、
部
活
動
専
門
人

材
派
遣
、
留
学
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
学
習
の
分
野
で
は
、
山
田

方
谷
記
念
館
の
改
修
な
ど
、
市
民
が
学
べ

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
応
援
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト

事
業�

１
億
１
８
万
円

　
大
佐
中
学
校
区
小
中
一
貫
校
整
備
事
業

�

６
，５
０
０
万
円

拡新新新
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小
中
学
校
保
護
者
連
絡
ツ
ー
ル
整
備
事
業

�

６
４
０
万
円

　
部
活
動
地
域
移
行
推
進
事
業

�

１
６
万
円

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

�

２
，０
４
９
万
円

ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
事
業

�

４
８
５
万
円

小
中
学
校
施
設
ト
イ
レ
改
修
事
業

�
６
，５
６
０
万
円

　
中
学
校
特
別
教
室
エ
ア
コ
ン
整
備
事
業

�

３
，２
０
０
万
円

　
高
校
魅
力
化
推
進
事
業

�

１
，２
１
５
万
円

　
山
田
方
谷
記
念
館
改
修
事
業

�

１
，０
０
０
万
円

新新新拡新

安
全・生
活
基
盤

～
安
全
で
、
市
民
生
活
を
支
え
ら
れ

る
ま
ち
を
つ
く
る
～

　
近
年
、
頻
発
・
激
甚
化
し
て
い
る
集
中

豪
雨
な
ど
の
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
総

合
的
な
防
災
拠
点
と
な
る
市
役
所
本
庁
舎

附
属
棟
を
建
設
し
ま
す
。

　
社
会
基
盤
の
整
備
で
は
、
災
害
発
生
の

予
防
や
災
害
拡
大
の
防
止
の
た
め
、
引
き

続
き
、
道
路
・
護
岸
の
改
修
や
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

、
市

街
地
の
浸
水
対
策
を
集
中
的
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
部
分
耐
震
改
修
費
や

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
防
災
ベ
ッ
ド
設
置
費

を
助
成
す
る
な
ど
木
造
建
築
物
の
耐
震
対

策
制
度
を
拡
充
し
、
地
震
な
ど
に
よ
る
被

害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
附
属
棟
整
備
事
業

�
６
億
３
，５
１
０
万
円

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

（
道
路
・
河
川
）�
４
億
９
，０
３
０
万
円

緊
急
浚
渫
推
進
事
業�
３
，６
２
０
万
円

市
街
地
浸
水
対
策
事
業

�

１
億
１
，２
０
０
万
円

　
木
造
建
築
物
耐
震
対
策
促
進
事
業

�

２
３
５
万
円

防
災
訓
練
実
施
事
業�

３
０
０
万
円

　
道
路
愛
護
会
活
動
支
援
事
業

�

２
，８
０
０
万
円

　
除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

�

１
，５
８
０
万
円

　
火
災
な
ど
の
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
か

ら
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た

拡拡新

め
、
新
見
水
舟
地
区
に
災
害
活
動
拠
点
と

な
る
消
防
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
種
多
様
な
災
害
活
動
現
場
へ

迅
速
に
必
要
資
機
材
を
搬
送
す
る
た
め
、

消
防
資
機
材
搬
送
車
を
購
入
し
ま
す
。

　
消
防
団
活
動
で
は
、
安
全
性
・
機
能
性

の
向
上
を
目
的
と
し
、
全
消
防
団
員
の
活

動
服
を
２
年
か
け
て
視
認
性
な
ど
に
優
れ

た
も
の
に
更
新
し
ま
す
。

消
防
庁
舎
整
備
事
業

�

１
０
億
６
，９
４
６
万
円

　
消
防
資
機
材
搬
送
車
購
入
事
業

�

２
，９
０
０
万
円

　
消
防
団
員
活
動
服
更
新
事
業

�

１
，２
０
０
万
円

消
防
団
員
確
保
対
策
事
業

�

６
，３
０
９
万
円

ド
ロ
ー
ン
運
用
体
制
構
築
事
業

�

１
２
８
万
円

新新

都
市
基
盤・交
通

～
人
と
環
境
に
配
慮
し
た
質
の
高
い

都
市
基
盤
を
つ
く
る
～

　

金
谷
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
都
市
計
画
決
定
・
事

業
認
可
に
向
け
た
地
元
説
明
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
新
見
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
事
業
で

は
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
基
本
構
想
に
基
づ

き
、
官
民
の
幅
広
い
関
係
者
が
参
画
す
る

基
盤
で
あ
る
「
新
見
駅
周
辺
み
ら
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
中
心
に
、
民
間
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
支
援
し
ま

す
。

　

公
共
交
通
で
は
、
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
に
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
デ
マ
ン

ド
交
通
配
車
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
と

も
に
、
大
佐
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
本
格
運
行

や
、
新
た
に
哲
多
地
域
で
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す
。

　
鉄
道
で
は
、
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
や
姫
新
線
な

ど
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
利
用
促
進
に

係
る
事
業
の
提
案
募
集
を
行
う
な
ど
官
民

で
連
携
し
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

金
谷
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

�

２
，０
２
５
万
円

新
見
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
事
業

�

１
，２
２
４
万
円

　
公
共
交
通
Ｄ
Ⅹ
導
入
事
業

�

９
５
０
万
円

　
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
く
公
共
交

通
再
編
事
業�

３
，７
２
４
万
円

新拡

ドローンプログラミング授業の様子

本庁舎附属棟イメージ図
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公
募
型
鉄
道
利
用
促
進
事
業

�

１
０
０
万
円

鉄
道
利
用
促
進
事
業�

１
０
０
万
円

芸
備
線
利
用
促
進
実
証
運
行
事
業

�

１
，３
２
３
万
円

　
現
在
、
市
で
発
信
し
て
い
る
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
整
理
統
合
を
行
い
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
道
路
損
傷
の
通
報

受
付
な
ど
市
民
と
の
双
方
向
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
４
支
局
管
内
お
よ
び
本
庁
に
証

明
書
等
自
動
発
行
機
を
設
置
し
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
も
利
用
で
き
る
機
会
を
創
出

し
ま
す
。

　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
導
入
事
業

�

２
１
８
万
円

　
証
明
書
等
自
動
発
行
機
導
入
事
業

�

２
，５
５
０
万
円

　
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
等
対
応
事
業

�

１
億
５
，９
０
０
万
円

新新新

環
境

～
自
然
を
守
り
、
安
ら
ぎ
と
潤
い
の

あ
る
環
境
を
つ
く
る
～

　
２
０
３
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

目
指
し
、
暮
ら
し
や
家
庭
で
の
脱
炭
素
化

を
促
進
す
る
た
め
、
自
家
用
電
気
自
動
車

購
入
費
や
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

設
置
費
に
加
え
、
本
年
度
か
ら
生
ご
み
処

理
機
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
に
お
け
る
脱
炭
素
を

促
進
す
る
た
め
、
公
共
施
設
へ
自
家
消
費

型
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
を
Ｐ
Ｐ
Ａ

（
電
力
購
入
契
約
）
方
式
で
導
入
し
ま
す
。

　
再
資
源
の
取
り
組
み
強
化
で
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
資
源
化
に
向
け
て
、
モ

デ
ル
的
に
分
別
回
収
を
実
施
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
ま
で
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　
暮
ら
し
の
脱
炭
素
促
進
事
業

�

３
３
０
万
円

住
ま
い
の
脱
炭
素
促
進
事
業

�
３
０
０
万
円

　
公
共
施
設
に
お
け
る
脱
炭
素
促
進
事
業

�

３
７
３
万
円

　
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
策
定

事
業�

４
０
０
万
円

Ｐ
Ｐ
Ａ
方
式
に
よ
る
再
エ
ネ
・
蓄
電
池
導

入
事
業�

５
，８
５
０
万
円

　
再
エ
ネ
地
域
循
環
促
進
事
業

�

３
０
５
万
円

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再
資
源
化
事
業

�

３
７
０
万
円

　
処
理
セ
ン
タ
ー
浸
出
水
処
理
施
設
整
備

事
業�

６
，２
０
０
万
円

拡新新新新新

　
新
再
造
林
促
進
事
業

【
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
】�

３
５
０
万
円

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
事
業

【
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
】

�

３
，４
５
５
万
円

交
流・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

～
多
様
な
人
が
集
い
、
交
流
し
、
活

躍
す
る
ま
ち
を
つ
く
る
～

　
移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内

に
住
民
票
を
有
し
、
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
や
卒

業
な
ど
で
就
職
し
た
人
に
対
し
、
奨
励
金

と
し
て
最
大
20
万
円
分
の
「
に
ー
み
ん
ポ

イ
ン
ト
」
を
付
与
し
ま
す
。

　
ま
た
、引
き
続
き
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
に
取
り
組
み
、
地
元
で
の
雇
用

と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
こ
と
で
、

就
職
時
の
若
者
流
出
を
防
ぎ
、
移
住
者
の

増
加
を
図
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
返
礼
品
の
拡

充
や
都
市
部
な
ど
に
お
け
る
本
市
の
魅

力
発
信
を
積
極
的
に
行
い
、
寄
附
金
額

１
億
５
千
万
円
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
で
は
、
地
域

運
営
組
織
へ
の
財
政
支
援
策
で
あ
る
小
規

模
多
機
能
自
治
一
括
交
付
金
事
業
を
引
き

続
き
行
う
と
と
も
に
、
活
動
拠
点
施
設
の

環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
移
住
定
住
奨
励
事
業

�

１
，４
０
０
万
円

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

�

５
５
０
万
円

新新

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
進
出
検
討
支
援
事
業

�

１
８
０
万
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事
業

�

８
，１
１
０
万
円

小
規
模
多
機
能
自
治
一
括
交
付
金
事
業

�

４
，１
４
３
万
円

地
域
運
営
組
織
活
動
拠
点
施
設
整
備
事
業

�

７
，６
２
０
万
円

　
に
い
み
de
子
育
て
体
験
事
業�

２
万
円

　
姉
妹
都
市
縁
組
を
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
へ
公
式
訪
問
団
を
派
遣
し
、

友
好
親
善
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
国
際
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、
日

本
語
お
よ
び
外
国
語
に
堪
能
な
人
材
を
配

置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
に
一
層
愛
着
を
持
つ
契
機

と
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
市
民
を
対
象
と

し
た
体
験
型
ツ
ア
ー
を
行
い
、
熱
量
の
高

い
フ
ァ
ン
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
事
業�

６
７
３
万
円

関
係
人
口
創
出
事
業�

９
８
０
万
円

　

ふ
る
さ
と
市
民
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ツ

ア
ー
事
業�

４
３
０
万
円

　
令
和
７
年
３
月
31
日
に
市
制
施
行
20
周

年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
本

市
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
記
念
式
典

を
行
い
ま
す
。

　
市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業

�

６
４
５
万
円

拡新新新新

特集 新年度スタート新年度スタート

にーみんと芸備線に乗ってみよう!!の様子
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令和６年度一般会計
当初予算額　257億5,743万円

　令和６年度の一般会計当初予算は、「移住・定住の推進」「稼げる地場産業の振興」「市民生活の安全安心
と持続的発展」を柱に据え、市が直面している諸課題に対して的確に対応するとともに、本年度が第３次
新見市総合計画の前期行動計画最終年度となることから、総合計画基本構想およびまち・ひと・しごと創
生総合戦略重点目標の実現を目指した予算編成を行っています。 【問い合わせ先】財政課　☎�6160

　総務費は、市役所本庁舎附属棟整備事業、
きらめき広場・哲西改修事業、情報システ
ム標準化等対応事業の実施などにより、前
年度比20.2％増の44億5,389万円とし
ています。
  衛生費は、げんき広場にいみ改修事業の
完了や新型コロナウイルスワクチン接種事
業費の減額などにより前年度比19.0％減
の19億5,454万円としています。
　農林水産業費は、基幹水利施設（大佐ダ
ム）ストックマネジメント事業の実施や有鳥
獣捕獲奨励金の拡充などにより、前年度比
10.4％増の14億2,487万円としています。
　消防費は、消防庁舎整備事業の実施や消
防団員活動服の更新などにより、前年度比
21.3％増の19億5,827万円としています。

歳出

民生費
21.1%

総務費
17.3%

土木費
13.7%

公債費
12.7%

教育費
7.8%

消防費
7.6%

衛生費
7.6%

農林水産業費
5.5%

諸支出金 3.8% 
労働・商工費 1.9% 
議会費 0.6% 
予備費 0.3% 
災害復旧費 0.1%

257億5,743万円

地方消費税交付金 2.7%
地方譲与税 1.9%
配当割交付金など 1.0%

歳入

市税
13.3%

繰入金
5.1%

分担金・負担金など
3.5%

繰越金
0.8%

使用料及び
手数料
0.8%

地方交付税
45.0%

自主財源
23.5%

依存財源
76.5%

市債
15.1%

県支出金
4.2%

地方消費税交付金 2.7%
地方譲与税 1.9%
配当割交付金など 1.0%

国庫支出金
6.6%

257億5,743万円

　自主財源である市税は、景気が緩やかに
回復し増収の傾向にありますが、定額減税
の実施により、前年度比0.3％減の34億
2,742万円としています。
　依存財源である地方交付税は、前年度と
同額の116億300万円としています。
　国庫支出金は、新型コロナウイルスワク
チン接種体制確保事業費国庫補助金や土木
施設災害復旧事業費国庫補助金の減額など
により、前年度比18.1％減の16億8,799
万円、県支出金は、生き活き拠点強化支援
事業費県補助金や農村地域防災減災事業
費県補助金の増額などにより、前年度比
5.3％増の10億7,974万円としています。
　市債は、消防庁舎整備事業や市役所本庁
舎附属棟整備事業などによる増額に対し、
げんき広場にいみ改修事業、唐松地域運営
組織活動拠点施設整備事業の完了や緊急自
然災害防止対策事業が落ち着いてきたこと
などによる減額が大きいため、前年度比
4.5％減の38億8,760万円としています。
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歳出額を市民1人当たりに換算すると　96万6,254円

民生費 総務費 土木費 公債費 教育費 消防費
福祉や保育などの
ためのお金

企画、財産・情報
管理などのための
お金

道路や橋の建設な
どのためのお金

借金返済のための
お金

教育、文化、スポー
ツ振興などのため
のお金

消防や地域防災な
どのためのお金

20万3,622円 16万7,082円 13万2,664円 12万3,124円 7万5,511円 7万3,462円

衛生費 農林水産業費 諸支出金 労働・商工費 議会費 災害復旧費
健康増進や環境保
全などのためのお
金

農業、林業、畜産
業などの振興のた
めのお金

大学運営など他の
歳出科目に含まれ
ないお金

雇用対策、商工業
や観光の振興のた
めのお金

市議会運営のため
のお金

自然災害の復旧工
事のためのお金

7万3,322円 5万3,452円 3万7,107円 1万8,038円 6,019円 225円
※予備費　2,626円

歳入額を市民１人当たりに換算すると　96万6,254円

市税　　 　12万8,575円
分担金・負担金など
　　　　　　3万3,969円
使用料・手数料　7,441円

※令和6年1月1日現在の人口26,657人で算出

特別会計� 90億4,480万円
診療所特別会計 1億5,949万円
国民健康保険特別会計 33億8,506万円
介護保険特別会計 47億6,753万円
後期高齢者医療特別会計 6億5,722万円
観光事業特別会計 7,471万円
萬歳財産区特別会計 79万円
豊永財産区特別会計 廃止

企業会計� 48億4,145万円
水道事業会計 20億3,195万円
下水道事業会計 28億950万円

当初予算総額� 396億4,368万円

その他の収入

繰入金・繰越金

5万7,063円

市債（借入金）

14万5,838円

県からの収入

7万2,223円

市税などの収入

16万9,985円

国からの収入

52万1,145円

特集 新年度スタート新年度スタート
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物
価
高
騰
対
策

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点

支
援
給
付
金
支
給
、
物
価
高
騰
重
点
支
援

給
付
金
支
給　
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

へ
給
付
金
３
万
円
・
７
万
円
を
、
こ
ど
も

加
算
給
付
金
１
人
当
た
り
５
万
円
を
世
帯

主
に
給
付

に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト
の
付
与　
オ
リ
ジ
ナ

ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
へ
の
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト

付
与
事
業
を
実
施
（
３
０
０
０
に
ー
み
ん

ポ
イ
ン
ト
を
２
回
付
与
）

子
ど
も
応
援
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

　
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
０
０
０
に
ー
み

ん
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

学
校
給
食
へ
の
支
援　
食
材
費
の
高
騰
部

分
を
補
助
し
給
食
費
を
据
え
置
く
こ
と
で
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減

医
療
機
関
な
ど
へ
の
緊
急
支
援　
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
医
療
機

関
や
障
が
い
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
な
ど
の
負
担
を
軽
減
し
事
業
継
続
を
支

援水
稲
肥
料
・
園
芸
肥
料
農
薬
・
畜
産
飼
料

高
騰
対
策
支
援　
水
稲
・
園
芸
農
家
、
和

牛
乳
牛
飼
育
農
家
を
支
援

運
送
事
業
者
へ
の
緊
急
支
援　
市
内
の
運

送
事
業
者
の
事
業
の
維
持
ま
た
は
継
続
の

た
め
燃
料
高
騰
相
当
分
を
支
援

公
共
交
通
事
業
者
な
ど
へ
の
緊
急
支
援　

　
交
通
事
業
者
の
事
業
継
続
の
た
め
燃
料

高
騰
相
当
分
を
支
援

産
業
・
経
済

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業　
リ
ン
ド
ウ
選

花
場
の
整
備
な
ど
を
支
援

新
見
産
ぶ
ど
う
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス　
市
長

が
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
阿
新
ぶ
ど
う
部
会

と
東
京
都
大
田
市
場
で
新
見
産
ぶ
ど
う
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施

新
見
産
ぶ
ど
う
販
売
高
15
億
円
超
え　
ぶ

ど
う
の
販
売
高
が
過
去
最
高
額
を
記
録

千
屋
牛
生
産
基
盤
拡
大　
千
屋
牛
の
増
頭

や
所
得
向
上
の
た
め
、
増
頭
を
目
指
す
畜

産
農
家
が
行
う
施
設
整
備
ま
た
は
機
械
設

備
を
支
援

岡
山
県
畜
産
共
進
会
で
５
年
ぶ
り
の
団
体

優
勝　
第
78
回
岡
山
県
畜
産
共
進
会
に
本

市
か
ら
12
頭
が
出
場
し
、
５
年
ぶ
り
の
団

体
優
勝

ジ
ビ
エ
加
工
品
レ
シ
ピ
制
作　
市
内
で
捕

獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
肉
を
活
用
し
、
付
加
価

値
の
つ
い
た
ジ
ビ
エ
の
特
産
品
を
開
発
す

る
た
め
、
市
内
イ
タ
リ
ア
料
理
店
で
レ
シ

ピ
を
制
作

森
林
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化　
各
種
森
林
情

報
を
集
約
し
、
新
見
市
森
林
管
理
用
Ｇ
Ｉ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
構
築

安あ
ん
ざ
い斉
星せ

い
ら来
さ
ん
を
起
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン　
女
優
・
モ
デ
ル
な
ど
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
安
斉
星
来
さ
ん
を
起
用

し
て
「
観
光
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
各
種
広

報
媒
体
を
制
作
し
、
本
市
へ
の
関
心
を
高

め
、
観
光
誘
客
な
ど
の
促
進
に
つ
な
げ
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

健
康
・
福
祉

こ
ど
も
フ
ァ
ス
ト
・
ト
ラ
ッ
ク
の
取
り
組

み　
こ
ど
も
・
子
育
て
に
や
さ
し
い
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
、「
今
す
ぐ
で
き
る
」

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
市
役
所
の
窓
口

に
妊
婦
の
方
や
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
を
優

先
す
る
窓
口
を
設
置

こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言

　
こ
ど
も
た
ち
が
健
や
か
で
幸
せ
に
成
長

で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
新
見
市
、
新
見

公
立
大
学
、
新
見
市
商
工
会
議
所
、
阿
哲

商
工
会
の
４
者
共
同
で
宣
言

高
齢
者
な
ど
へ
の
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成　

　
運
転
免
許
証
を
保
有
し
て
い
な
い
高
齢

者
・
障
害
者
な
ど
へ
、
申
請
に
よ
り
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
券
１
８
０
０
０
円
分
を

４
０
０
人
に
配
布

げ
ん
き
広
場
に
い
み
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン　
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
大
規

模
改
修
工
事
を
実
施
し
、
安
全
に
安
心
し

て
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進　
自
転

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
進
し
、
乗

車
中
の
事
故
に
よ
る
負
傷
軽
減
の
た
め
、

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
価
格
に
応

じ
た
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
教
育

の
充
実　
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
で
は
市
内
全
小
中
学
校
で
授
業
が
開
始

し
県
教
育
長
が
授
業
の
様
子
を
視
察
、
論

語
教
育
で
は
「
論
語
カ
ル
タ
大
会
」
で
備

前
市
と
交
流
、
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

で
は
哲
西
中
学
校
が
地
元
の
魅
力
発
信
の

た
め
に
行
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
が
評
価
さ
れ
「
お
か
や
ま
学

び
た
い
賞
」
優
秀
賞
を
受
賞
、
フ
ッ
化
物

洗
口
の
発
展
な
ど
、
各
種
取
り
組
み
の
充

実市
内
高
校
の
魅
力
化
推
進　
通
学
定
期
券

の
半
額
の
助
成
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発

な
ど
、
高
校
が
魅
力
向
上
の
た
め
に
行
う

取
り
組
み
を
支
援

新
見
美
術
館
入
館
者
50
万
人
達
成　
平
成

２
年
11
月
の
開
館
以
降
、
入
館
者
数
が

50
万
人
を
達
成

槙ま
き
は
ら原
淳じ

ゅ
ん
き幹
選
手
と
阿あ

そ曽
慣か

ん
た太
選
手
の
活
躍

　
第
５
回
世
界
身
体
障
害
者
野
球
大
会
で

槙
原
淳
幹
選
手
が
、
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
第
14
回
男

子
Ｕ
18
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
阿
曽
慣
太
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
日
本
代
表

と
し
て
活
躍
し
世
界
一
の
栄
光
に
輝
い
た

山
田
方
谷
先
生
顕
彰
活
動　
市
長
や
岡
山

県
知
事
、
高
梁
市
長
ら
官
民
組
織
の
代
表

者
な
ど
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
社
（
東
京
）
を
訪

問
し
、
大
河
ド
ラ
マ
化
を
要
望

令
和
５
年
度
の
主
な
事
業
・
出
来
事

令
和
５
年
度
の
主
な
事
業
・
出
来
事

市長室へ報告に
訪れた
槙原選手（右上）と
阿曽選手（左下）
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安
全
・
生
活
基
盤

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
（
道
路・河
川
）

　
災
害
の
発
生
・
拡
大
を
予
防
す
る
道
路

防
災
工
事
お
よ
び
護
岸
改
修
工
事
な
ど
を

集
中
的
に
実
施

雨
水
排
水
対
策
河
川
改
良　
新
見
・
高
尾

地
区
で
、
雨
水
対
策
工
事
を
実
施

金
谷
歩
道
橋
設
置
工
事　
歩
行
者
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
、
歩
道
橋
を
設
置
す
る

た
め
の
橋
台
設
置
工
事
が
完
了
し
、
上
部

工
事
に
着
手

消
防
庁
舎
整
備　
新
た
な
災
害
活
動
の
拠

点
と
な
る
消
防
庁
舎
の
建
設
工
事
を
進
め
、

令
和
６
年
度
内
に
完
成
予
定

市
役
所
本
庁
舎
附
属
棟
整
備　
防
災
の
拠

点
と
な
る
本
庁
舎
附
属
棟
の
建
設
に
向
け
、

西
棟
の
解
体
工
事
お
よ
び
基
本
・
実
施
設

計
を
実
施
。
令
和
６
年
度
か
ら
建
設
工
事

に
着
手
予
定

総
合
防
災
訓
練
実
施　
総
合
的
な
災
害
対

応
力
の
向
上
と
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
大
地
震
を
想
定
し
た
総
合

防
災
訓
練
を
岡
山
県
と
共
催
で
実
施

都
市
基
盤
・
交
通

新
見
駅
周
辺
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立

　

新
見
駅
周
辺
で
活
動
す
る
民
間
組
織
、

有
識
者
、
行
政
な
ど
で
構
成
す
る
官
民
連

携
組
織
が
設
立
。
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

の
実
現
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
て
始
動

金
谷
地
区
土
地
区
画
整
理　
事
業
化
に
向

け
、
都
市
計
画
原
案
の
縦
覧
を
行
っ
た
ほ

か
、
各
種
調
査
、
基
本
計
画
の
作
成
、
地

権
者
説
明
会
な
ど
を
実
施

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
導
入
拡
大　
哲
西
、

神
郷
お
よ
び
新
見
北
部
地
域
に
加
え
、
大

佐
地
域
で
実
証
運
行
を
開
始

公
共
交
通
へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導

入　
市
街
地
循
環
バ
ス
ら
・
く
る
っ
と
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
な
ど
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
料
金
決
済
が
可
能
に

鉄
道
利
用
促
進
事
業　
「
新
見
市
内
３
路

線
２
０
２
４
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
作
成
、
新

見
駅
開
業
95
周
年
記
念
事
業
、
公
募
型
鉄

道
利
用
促
進
事
業
「
鉄
旅
の
魅
力
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
写
真
展
」、「
に
ー
み
ん
と
芸

備
線
に
乗
っ
て
み
よ
う
!!
」
事
業
な
ど
を

実
施

「
新
見
ま
ち
ナ
ビ
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　
告

知
放
送
の
内
容
や
、
お
悔
や
み
の
情
報
、

各
種
施
設
の
利
用
許
可
申
請
な
ど
の
手
続

き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
で
き
る
機
能
を

追
加
す
る
な
ど
、
公
式
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
新
見
ま
ち
ナ
ビ
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

環
境

馬
塚
浄
水
場
、
新
見
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入　
国
の
地
域
脱

炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
を
活
用

し
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
方
式
で
馬
塚
浄
水
場
と
新
見

浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
自
家
消
費
型
太
陽
光
発

電
設
備
お
よ
び
蓄
電
池
を
設
置
。
令
和
６

年
度
か
ら
電
力
供
給
を
開
始

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入　
議

会
を
含
む
市
役
所
内
で
、
資
料
の
印
刷
の

時
間
や
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
事
務
の
効
率

化
や
環
境
負
荷
軽
減
を
図
る
た
め
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
推
進

省
エ
ネ
家
電
買
替
支
援　
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
に
よ
る
家
計
負
担
の
軽
減
と
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
省
エ
ネ
性
能
の

高
い
家
庭
用
の
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
へ
の

買
い
替
え
費
用
を
補
助

全
国
植
樹
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催　
５
月

26
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
全
国
植
樹
祭
の
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
大
佐
山
大
日
高
原

で
地
域
植
樹
を
実
施

交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
初
開
催　
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、
本
市

の
フ
ァ
ン
か
ら
、
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
や

魅
力
を
高
め
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
に

つ
い
て
語
り
合
う
「
に
い
み
♡
フ
ァ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
告

や
Ｊ
Ｒ
車
両
内
動
画
広
告
、
岡
山
駅
南
地

下
道
ポ
ス
タ
ー
広
告
を
展
開
。
都
市
部
の

イ
ベ
ン
ト
で
対
面
型
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極

的
に
行
い
、
返
礼
品
の
魅
力
発
信
を
実
施

地
域
運
営
組
織
が
21
地
域
に　
小
規
模
多

機
能
自
治
に
取
り
組
む
地
域
運
営
組
織
が

３
地
域
で
設
立
さ
れ
、
21
地
域
に
拡
大

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
姉
妹
都
市
締
結
25
周
年
記

念
式
典
開
催　
ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
国
際
交
流

協
会
会
長
外
を
お
招
き
し
、
式
典
を
開
催
。

関
連
行
事
と
し
て
、
交
流
の
歴
史
を
振
り

返
る
写
真
展
も
開
催

本
市
在
住
外
国
人
対
象
の
日
本
語
教
室
の

開
講　
外
国
人
の
居
場
所
づ
く
り
、
外
国

人
と
日
本
人
と
の
共
生
を
図
る
た
め
、
新

見
公
立
大
学
と
市
教
育
委
員
会
が
共
催
し
、

日
本
語
教
室
を
開
講

そ
の
他

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
支
援　
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
に
対
し
、

岡
山
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、人
的・

物
的
支
援
を
実
施

東
京
新
見
会
開
催　
東
京
都
で
４
年
ぶ
り

に
東
京
新
見
会
が
開
催
さ
れ
、市
か
ら「
ふ

る
さ
と
新
見
」
の
近
況
を
報
告

中
川
博
之
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
実
施

　
新
見
市
市
民
栄
誉
賞
第
１
号
受
賞
者
で

あ
る
作
曲
家
・
中
川
博
之
先
生
を
顕
彰
す

る
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

議
場
へ
の
親
子
傍
聴
室
整
備　
議
場
傍
聴

席
の
入
り
口
前
に
、
お
子
さ
ん
連
れ
の
方

も
安
心
し
て
議
会
の
傍
聴
が
で
き
る
よ
う

に
、
モ
ニ
タ
ー
と
お
む
つ
交
換
台
を
備
え

た
親
子
傍
聴
室
を
整
備

物資を積み込み出発する職員

消防庁舎完成イメージ
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新しい副市長が就任しました

おでかけ市長室を
開催しました

　このたび、４月１日付けで新見市副市長の職に
就任いたしました。
　身に余る光栄であり、責任の重大さに身の引き
締まる思いです。
　微力ではございますが、市政発展のため、「移住・
定住の推進」や「稼げる地場産業の振興」、「市民
生活の安全安心と持続的発展」の３本の柱による
施策の推進に尽力するとともに、「第３次新見市
総合計画」に掲げる将来像である「人と地域が輝
き　未来につながる　源流共生のまち・にいみ」
の実現を目指し、戎市長を支えてまいります。
　市民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願
い申し上げます。

　このたび、３月31日をもちまして、新見市副
市長を退任し、総務省に復帰いたしました。
　令和３年４月の就任から３年間、戎市長のもと、
本市の抱える課題の解決に向けて日々取り組んで
まいりました。難しいことが多く悩んでばかりい
ましたが、新見市での暮らしは私にとって癒しで
ありました。市民の皆さまの温かさには感謝しか
ありません。
　これからは遠く離れてしまいますが、新見ファ
ンとして全力で新見市を応援してまいります。最
後に皆さまのご健勝とご多幸を祈念して退任の挨
拶といたします。

　山口さんは、新見市森林組合に勤務され、伐
採、造材、搬出などに携わる林産班の班長として、
27年間現場の安全管理を指揮されています。
　多年にわたって職場を無災害に導き、後進の指
導に尽力されるなど、林業の安全水準の向上に貢
献されたことで「安全優良職長厚生労働大臣顕彰」
を受けられました。
本人コメント　最初に知らせを聞いた時はとても
驚きましたが、このような顕彰を受けることがで
きて嬉しく思います。これからも健康に留意して
元気に頑張りたいです。

　２月27日、豊永公民館で豊永支え合いネット
（棟

むねなが

長隆
たかし

会長）との市政懇談会「おでかけ市長室」
を開催しました。
　公共交通の充実や、満奇洞の誘客・駐車場の整
備・利便性の向上、旧豊永中学校の利活用、人口
減少・高齢化などについて意見交換を行いました。
　いただいたご意見などは今後のまちづくりの参
考とさせていただきます。

【問い合わせ先】秘書広報課　☎�6190

厚生労働大臣顕彰
おめでとうございます

山
やまぐち

口　利
としゆき

之 さん
（大佐永富・61歳）

前
副
市
長

野の

ま間
　
哲て

つ
と人

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

副
市
長

根ね
い
し石

　
憲け

ん
じ司

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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新見市オリジナル

「新見市オリジナル ICOCA」の申請方法が変わります！

「新見市オリジナル ICOCA」とは？使い方は？

「ICOCA」は西日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。

　にーみんが描かれた「新見市オリジナル ICOCA」の発行は
３月末で終了しました。
　お持ちでない人は、「JR西日本が発行している ICOCA」を商
工観光課に持参して申請することで、にーみんポイントが利用
できるようになります。
　ICOCA は、ICOCA エリアの駅や ICOCA マークのある自動
券売機で購入できます。市内では、JR新見駅で購入できます。
※現在お持ちのカードは引き続き使用できます。
※４月１日以降新たに市民となった人には、今までどおりにー
みんが描かれた「新見市オリジナル ICOCA」を発行します。
※モバイル ICOCA および Apple Pay の ICOCA との連携は５
月以降を予定しており、詳細は決まり次第ご案内します。

　新見市オリジナル ICOCAは、JR西日本が発行している「ICOCA」に、市内の加盟店で利用できる「にーみ
んポイント」の機能が追加されたものです。「ICOCA電子マネー」と「にーみんポイント」の２つの支払い方
法があります。また、さまざまな施策で新見市オリジナル ICOCAが活用されており、にーみんポイントが付
与されます。

【問い合わせ先】
・商工観光課　　　☎�6137
・新見市観光協会　☎�1177

ICOCA
電子マネー

にーみん
ポイント

新
見
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
使
い
方

支払いの時に
「にーみんポイントで」
　　　　　　と伝える

②支払いの時に
　「ICOCA 電子マネーで」
　　　　　　　　と伝える

①現金をチャージ
　（入金）する

市内の
にーみんポイント加盟店で利用可能

市内チャージ可能場所
JR新見駅券売機 井倉郵便局
千屋郵便局 豊永郵便局
刑部郵便局 万歳郵便局
野馳郵便局 フレスタ新見店
にいみプラザ ジュンテンドー新見店
まるだい中町店 セブン銀行ATM
コンビニエンスストアのレジ

使い方は？
　事前に現金を ICOCA電子マネーにチャージするこ
とで、買い物や鉄道など各種サービス利用時のお支払
いに利用できます。さらに、市内の加盟店で利用する
ことで、支払い金額の１％がにーみんポイントとして
還元されるためお得です。にーみんポイントは、１ポ
イント１円として市内の加盟店で利用できます。
※加盟店は市ホームページ、新見まちナビで確認で
きます。

再確認しよう

申請すれば、
このカードに
にーみんポイント
がつくよ

発
行
終
了

市ホームページ
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子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
た
め
、
保
護

者
の
新
見
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
、

学
校
給
食
費
相
当
分
の
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
１
年
間

で
３
回
に
分
け
て
付
与
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

○
児
童
生
徒
お
よ
び
保
護
者
が
新
見
市
に

住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

○
保
護
者
が
新
見
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ａ
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

○
学
校
給
食
費
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

※
５
月
中
旬
に
各
家
庭
へ
申
請
書
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。
申
請
方
法
な
ど
詳
細

は
そ
の
際
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
間
付
与
ポ
イ
ン
ト

○
小
学
生
１
人
当
た
り

　
６
万
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト

（
５
千
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト
／
月
）

○
中
学
生
１
人
当
た
り

　
７
万
２
千
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト

（
６
千
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト
／
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
学
校
教
育
課　
☎
�
６
１
４
６

（
学
校
給
食
費
応
援
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト

事
業
に
つ
い
て
）

・
商
工
観
光
課　
☎
�
６
１
３
７

（
新
見
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
つ

い
て
）

子
育
て
世
代
を
応
援
！

学
校
給
食
費
応
援
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト

子育て支援金（出生祝金）の
支給内容が変わります

新見市版
「こども誰でも通園制度」

　子どもを出産した保護者に出生祝金として、子
ども１人につき現金10万円を支給していました
が、４月１日生まれの子どもから支給内容が変わ
ります。

支給内容
　子ども１人につき
　現金８万円＋２万にーみんポイント
※にーみんポイントの受け取りには、新見市オリ
ジナル ICOCAが必要です。

対象者
　出産時に新見市に住所がある保護者で、出産後
も引き続き市民である人
申請期限　出産日から１年以内

【問い合わせ先】
・子育て支援課　☎�6115
　（子育て支援金について）
・商工観光課　　☎�6137
　（新見市オリジナル ICOCAについて）

　多様化する子育て環境に対応するため、保護者
の就労などの入所要件を満たしていない世帯の児
童が市内公立保育所および認定こども園に通園で
きるよう、本市独自の施策として、新見市版「こ
ども誰でも通園制度」を実施します。

対象児童
　新見市に住所があり、４月１日時点で満１歳ま
たは満２歳の児童
対応施設
○草間台保育所
○熊谷認定こども園
○大佐認定こども園
○神代認定こども園
○哲多認定こども園
○哲西認定こども園
※希望する園とならない場合があります。

【問い合わせ先】子育て支援課　☎�6115

付与日
付与ポイント
（１人当たり） 有効期限
小学生 中学生

１回目 ７月20日（土）
（４～７月の４カ月分）

２万
ポイント

２万４千
ポイント

令和７年
１月19日（日）

２回目 12月20日（金）
（８～12月の５カ月分）

２万５千
ポイント

３万
ポイント

令和７年
６月19日（木）

３回目 令和７年３月20日（木）
（１～３月の３カ月分）

１万５千
ポイント

１万８千
ポイント

令和７年
９月19日（金）

新制度

新制度
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日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
と
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
書
は
福
祉
課
、各
支
局・

市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容

　
１
枚
５
０
０
円
分
と
し
て
使
用
で
き
る

助
成
券
を
交
付

※
月
６
枚
、
令
和
６
年
度
は
最
大
72
枚

※
利
用
は
市
の
指
定
を
受
け
た
タ
ク
シ
ー

事
業
者
に
限
り
ま
す
。

対
象
者

　
新
見
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
運
転
免

許
証
を
保
有
し
て
い
な
い
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
75
歳
以
上

○
要
介
護
１
以
上

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
も
し
く
は
２
級

所
持
者

○
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者

提
出
物

○
新
見
市
タ
ク
シ
ー
利
用
者
証
交
付
申
請

書
○
本
人
の
顔
写
真

（
縦
４
．５
セ
ン
チ
×
横
３
．５
セ
ン
チ
）

○
運
転
免
許
証
の
返
納
を
証
明
す
る
「
お

か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
な
ど
の
写
し

○
対
象
と
な
る
資
格
を
証
明
す
る
各
種
手

帳
な
ど
の
写
し

注
意
事
項

○
予
算
の
上
限
額
に
達
し
た
時
点
で
、
申

請
を
締
め
切
り
ま
す
。

○
令
和
５
年
度
に
申
請
済
み
の
人
は
、
今

回
申
請
不
要
で
す
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
齢
者
支
援
課　
☎
�
６
１
２
５

令
和
６
年
度
申
請
受
付
開
始

新
見
市
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

地域の子育て支援団体を応援！
子育て親子交流事業補助金
　就学前後の親子が広く交流し、地域ぐるみで子
育て支援活動を行う団体に活動経費を補助します。

対象団体　次の全てに該当する市内で子育て中の
親子団体
◯子どもが10人以上で、３分の２以上が就学前
である
◯１つの小学校区当たり１つの団体である（ただ
し、１つの小学校区内で団体を結成することが
困難な場合は、複数の小学校区で団体を結成す
ることも可能）
◯団体の規約を制定している
補助額　補助対象経費から寄付金などの収入額を
控除した額（上限15万円）
申込方法　子育て支援課の窓口でお申し込みくだ
さい。

【申し込み・問い合わせ先】
　子育て支援課　☎�6115

４月から
市の組織が変わりました
　地域の課題に応じた福祉施策を総合的に企画す
るため、福祉課の「社会福祉係」と「施設指導係」
を統合し、「福祉政策係」を新設しました。
　そのうち、敬老会に関することや住宅改造費助
成事業など、高齢者支援に関する業務は、介護保
険事業と併せて総合的な支援が行えるよう、「介
護保険課」を「高齢者支援課」に改め、新たに「高
齢者支援係」を設けて一体的に業務を行います。
　また、介護保険課の名称変更に伴い、「保険管
理係」は「介護保険係」に「認定調査係」は「介
護認定調査係」に名称を改めます。

【問い合わせ先】行政改革推進課　☎�7760

市ホームページ

高齢者支援課

福祉政策係
生活支援係
障害者福祉係

福祉課

高齢者福祉係
介護保険係

介護認定調査係
包括支援センター …新設 …名称変更

主な業務
○戦没者遺族への援護、
日本赤十字社に関する
こと

○福祉各法に基づく施設
への指導監査　など

主な業務
○敬老会に関すること
○在宅改修費助成事業に
関すること　など
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相談所をご利用ください

　
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
予
約
不
要
の
相
談
所
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
月
第
３
水
曜
日
９
時
～
12
時

※
相
談
室
前
の
受
付
で
大
ま
か
な
相
談
内
容
を
お
伺
い
し
た

後
、
順
番
に
ご
案
内
し
ま
す
。
相
談
ま
で
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約　
不
要

場
所　
市
役
所
南
庁
舎

相
談
料　
無
料

　
岡
山
弁
護
士
会
に
よ
る
事
前
予
約
制
の

法
律
相
談
で
す
。
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
相
談
は
、
原
則
有
料
で
す
が
、
新
見
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
人
に
限
り
、
市
か
ら

年
度
内
に
一
回
無
料
券
（
無
く
な
り
次
第

終
了
）
を
交
付
し
、
無
料
で
相
談
で
き
ま

す
。

日
時　
毎
週
月
曜
日
13
時
10
分
～
16
時
20

分
の
間
で
予
約
時
に
指
定
し
た
40
分
間

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

事
前
予
約　
必
要

場
所　
市
役
所
南
庁
舎

相
談
料　
５
５
０
０
円
（
税
込
）

相
談
で
き
る
内
容　
法
律
に
関
す
る
こ

と
、
生
活
の
中
で
起
き
た
次
の
よ
う
な
問

題
・
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

困ったら一人で悩まず

法
律
相
談
（
新
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
）

合
同
相
談

　市では、定期的に相談所を開設しています。悩みごとのご相談に、ぜひご利用ください。
　各支局でも相談所を開設しており、一部の相談を受けることができます。相談所の開設日は、
毎月の市報にいみ「今月の相談窓口」（今月号は34ページ）をご覧ください。

【問い合わせ先】総務課　☎�6204

法律相談の手順

１　岡山弁護士会への予約
予約受付専用回線（☎086－234－5888）で
事前予約を行う
※受付時間　９時～16時30分
　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）

２　無料券の受け取り
市総務課で申請書に必要事項を記入し（印鑑
不要）無料券を受け取る
※当日の相談時間までに受け取りが必要

３　相談の実施
市役所南庁舎で法律相談を行う
※無料券を使用する場合は、持参し弁護士に
手渡す

※有料相談の場合は、２を省略

家庭の問題 離婚、財産分与、親権、養育費、相続、遺言、成年後
見、家庭内暴力など

借金の問題 多重債務、自己破産、過払金返還、ヤミ金被害など

消費者問題 悪質商法、インターネット詐欺、投資勧誘被害など

不動産問題 土地建物の賃貸借、売買、境界紛争など

労働関係の問題 賃金不払い、不当解雇、労働災害など

交通事故の問題 後遺障害認定の問題、休業損害の問題、慰謝料の問題
など

その他 刑事事件、犯罪被害など

相談員 相談できる主な内容

人権擁護委員 人権侵害に関する相談、いじめ、差別、
心配ごと、悩みごとなど

行政相談委員 行政に関する制度・手続き、行政サー
ビスへの意見・苦情・要望など

司法書士 登記、相続、遺言書、後見人手続き、
家族信託、債務整理など

家庭児童相談員 親子関係、学校でのいじめ・不登校、
子どもの問題など

母子・父子自立支援員 ひとり親家庭、児童の養育に関する諸
問題など

民生委員・児童委員 生活上の困りごと全般

男女共同参画プラザ相談員 対人関係、家庭のこと、配偶者・パー
トナーのこと、ＤＶなど
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道路の環境美化活動・林道の維持管理活動などに報償金を支給

新見高校が４月から新たなスタート

　地域の皆さんが道路（市道・市管理県道）の維持保全のため、道路愛護会を組織し次の活動
を行った場合、林道（林道台帳に登録されたもの）の受益者の皆さんが林道の維持保全のため、
受益者団体を組織し次の活動を行った場合に報償金などを支給します。

　新見高校は４月から北校地と南校地が統合され、
旧南校地を本校地として新たなスタートを切ります。
　校地統合により、専門科（生物生産科・工業技術
科）はホームルームや普通教科の学習を旧南校地で、
専門教科の学習や実習は新たに実習地となる旧北校
地で行うことになります。なお普通科の教育活動は
これまでと変わらず旧南校地で行われます。
　普通科は旧南校地を拠点に「わかる授業」「個に
応じた学習指導」を通して、学力を最大限に伸ばす
教育をさらに充実させます。専門科は実習地を専門
教科学習のフィールドとし、「専門知識を深める授
業」「実習を通した確かな技術の習得」による「各

分野で活躍するスペシャリスト」の育成を目指した
教育を進展させます。また、すべての生徒が１つの
校舎に集まることで、部活動や生徒会活動、学校行
事などがこれまで以上に充実することが期待されま
す。

【問い合わせ先】新見高校　☎�2260

生物生産科・工業技術科の1週間 （予定）

月 火 水 木 金
1年次

月 火 水 木 金
2年次

月 火 水 木 金
3年次

移動

移動

移動

移動

実習地
（旧北校地）

本校地
（旧南校地）

・１時間目の授業がある
ところに登校
・最後の授業があったと
ころから下校
・移動は実習地から本校
地へのみ

道路の環境美化活動 林道の維持管理活動

主な活動内容
○道路の草刈、側溝清掃などの環境美化活動
○道路の維持補修
○道路の崩壊箇所などの報告
○災害発生など緊急時の応急措置　など

○林道の草刈、側溝清掃などの環境美化活動
○受益地内にある林道の維持補修
○林道の崩壊箇所などの報告
○災害発生など緊急時の応急措置　など

愛護会報償金など

○道路の環境美化活動実施延長100メートル
当たり２千円（年２回を限度）

○事業実施のためのボランティア保険料
　（１人当たり年間掛金350円を限度）

○林道の維持管理活動実施延長100メートル当
たり千円（年２回を限度）

※令和５年度に比べ増額しています。
※作業実施から時間が経過すると確認できなくなりますので、作業後は速やかに事業実施報告
書を提出してください。

　なお、年２回実施する団体は１回ごとに報告してください。
※複数の路線を作業する場合は、路線ごとに作業前・作業中・作業後の写真を撮影してください。

問い合わせ先
・建設課　☎�6131 ・林業振興課　☎�6134

・大佐支局地域振興課　☎�2112　・神郷支局地域振興課　☎�6112
・哲多支局地域振興課　☎�2112　・哲西支局地域振興課　☎�2112
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三室峡しゃくなげまつり 第１回哲西の太鼓田植
～よいとこまつり～

　三室峡には約1,000本のホンシャクナゲが自生
し、４月下旬から５月上旬にかけて三室峡一帯を
彩ります。皆さんのご来場をお待ちしています。

日時　４月28日（日）10時～15時
※ヤマメ釣りは９時～（河川の状況により中止す
る場合があります）

※特産品販売は29日（月・祝）、５月３日（金・祝）
～５日（日・祝）10時～15時も行います。

場所　三室総合案内所（神郷油野3510-1）
内容　開会式、神郷太
鼓、備中神楽（神郷
神明社）、ヤマメ釣り、
ヤマメの塩焼き、特産
品販売（山菜うどんな
ど）、餅投げ

【問い合わせ先】
・三室観光組合　　　　☎�7158
・神郷支局地域振興課　☎�6112

　５年ぶりのまつりが新しく開催されます。郷土
芸能を大切にしながら、地域の特産品の販売も行
います。フォトコンテストも実施しますので、皆
さんのご来場をお待ちしています。

日時　５月３日（金・祝）10時～15時
場所　きらめき広場・哲西および周辺
内容
○10時～
　バザー開始
○11時～
　開会式　
○12時～
　神事（さんばいさん）
○12時30分～
　田植踊り、牛追い
○13時～
　牛の代かき、追い込み、苗とり唄、太鼓田植、
体験田植
【問い合わせ先】
・ＮＰＯきらめき広場・哲西　☎�8112
・哲西支局地域振興課　　　　☎�2112

Classical カップリングパーティー in 吹屋 2024
すてきな出会いを見つけませんか？

　独身男女の出会いの場を提供するため、カップリ
ングパーティーを開催します。
　「日本遺産」に認定されたレトロチックな町並み
が広がるカップルの聖地「吹屋」で、ベンガラ染め
体験や町並み散策を楽しみ、「旧吹屋小学校」を見
学しながら、すてきな恋を見つけませんか。
　当日は、専門スタッフが丁寧にサポートしますの
で、イベント参加経験のない人もぜひご参加くださ
い。

日時　５月11日（土）13時～16時30分
場所　ラフォーレ吹屋（高梁市成羽町吹屋611）他
定員　男女各15人（応募者多数の場合は抽選）
参加資格　25歳～45歳の独身者
※居住地制限はありません。
参加費　男女とも2,000円
申込方法　下記のホームページからお申し込みくだ
さい。

申込先「カップリングパーティー」事務局
　　　　〒710-0001　倉敷市三田76-1
　　　　有限会社チアーズ
　　　　☎086-461-0506（10時～19時）
申込期限　４月29日（月）

【問い合わせ先】
　結婚推進協議会事務局（総合政策課内）
　☎�6143ホームページ
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移
動
図
書
館
車
で
本
を

借
り
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
内
小
学
校
な
ど
を
巡
回
し
て
い
る
移
動

図
書
館
車
「
わ
か
く
さ
号
」
が
市
内
公
民
館

へ
も
巡
回
し
、
一
般
の
人
を
対
象
に
本
の
貸

し
出
し
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
を
借
り
る
に
は
、
図
書
館
利
用

者
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
。
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
人

は
、
そ
の
場
で

カ
ー
ド
を
作
成
し

ま
す
の
で
、
住

所
、
氏
名
が
確
認

で
き
る
も
の
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
学

生
証
な
ど
い
ず
れ

か
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

貸
出
期
間

次
の
巡
回
日
ま
で

貸
出
冊
数　
20
冊

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
図
書
館　
☎
�
２
８
２
６

内容 対象者

介護手当
給付金額　　月額１万円
　　　　　　※在宅での介護が15日未満の月は

支給されません（申請月は除く）。

介護保険の要介護認定で、要介護４、５また
は要介護１～３で重度認知症と認定された
65歳以上の人を市内で在宅介護している人
※入院・入所中は申請できません。

介護用品の給付

給付品目　　紙おむつ、尿取りパット、使い捨て
手袋、清拭剤、ドライシャンプー、
ポータブルトイレ用消臭剤、おしり
拭き、口腔ケア用品

給付限度額　月額6,250円

市民税非課税世帯で、介護保険の要介護認定
で要介護４、５の認定を受けている人を市内
で在宅介護している人

住宅改修費
の助成

　高齢者および重度身体障がい者（児）が暮らす住
宅の改修工事費の一部を助成します。
　介護保険住宅改修費給付事業との併用もできま
すので、必ず事前に相談の上、申請してください。
助成対象　◯手すりの取り付け
　　　　　◯床段差の解消、滑り防止のための床

材変更
　　　　　◯開き戸から引き戸への取り換え
　　　　　◯和式から洋式便器への取り換え
　　　　　　など
助成額　　　対象経費の３分の２以内
　　　　　　（上限33万３千円）

在宅で次のいずれかに該当する人

○介護保険の要介護認定を受けた65歳以上
の人で、介護保険料の区分が第１段階から
第５段階までの人
○身体障害者手帳の肢
体不自由障害１、２
級をお持ちの人で、
本人が市民税非課税
の人

緊急通報機能
の利用登録

　緊急時に、あらかじめ登録した人に、告知放送
機器を使った音声通報や携帯電話へのメール送信
で急病などの緊急事態を知らせることができます。
費用負担　　利用料は無料ですが、メールの受信

費用は自己負担となります。

在宅で次のいずれかに該当する人

○65歳以上の人がいる世帯
○身体障害者手帳、療育手帳または精神障害
者保健福祉手帳をお持ちの人がいる世帯

日常生活用具
の給付

給付用具①　歩行支援用具、入浴補助用具、腰掛
便座

65歳以上で要介護認定を申請し、自立と判
定されながらも、生活支援を要する人

給付用具②　電磁調理器 65歳以上で心身機能の低下のため、防火な
どの配慮が必要な１人暮らしの人

※①、②ともに給付額は申請者の所得によって異
なります。購入の際は事前にご相談ください。

高齢者や障がい者の在宅生活を支援
　在宅で生活する高齢者や障がいがある人を支援するための制度があります。
　詳細はお問い合わせください。 【問い合わせ先】高齢者支援課　☎�6125

巡回場所 巡回時間 巡回日
豊永公民館 9 :20～ 9 :50 4 月24日（水） ６月12日（水） 9月 4日（水）
井倉公民館 10:45～11:15 4 月25日（木） ６月13日（木） 9月 5日（木）
西方公民館 11:20～11:50 5 月 9 日（木） ６月20日（木） 9月12日（木）
菅生公民館 9 :30～10:00 5 月18日（土） ７月20日（土） 9月 ７日（土）
上刑部分館 10:30～11:00 5 月18日（土） ７月20日（土） 9月 ７日（土）
千屋公民館 9 :30～10:00 5 月23日（木） ７月11日（木） 10月 3 日（木）
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ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
応
援
し
ま
す

踏
み
間
違
い
か
ら
守
り
ま
す
！

　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
進

し
、
自
転
車
事
故
に
よ
る
負
傷
の
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
見
市
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
事
業
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
製
品　
令
和
５
年
12
月
25
日
以
降
に

購
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
安
全
認
証
を

受
け
た
新
品
の
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

○
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク　
　
　
○
Ｊ
Ｃ
Ｆ
マ
ー
ク

○
Ｃ
Ｅ
マ
ー
ク　
　
　
○
Ｇ
Ｓ
マ
ー
ク

○
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

○
申
請
日
時
点
で
、
新
見
市
に
住
民
票
を

有
す
る
人

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

○
暴
力
団
員
な
ど
に
該
当
し
な
い
人

○
新
見
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
を
所

有
す
る
人

対
象
経
費　
対
象
者
本
人
が
着
用
す
る
た

め
に
購
入
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
費
用
か
ら

消
費
税
お
よ
び
送
料
を
除
い
た
額

補
助
金
額　
対
象
経
費
に
応
じ
て
、
新
見

市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
、
に
ー
み

ん
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

○
３
千
円
以
上
→
３
千
ポ
イ
ン
ト

○
２
千
円
以
上
３
千
円
未
満

　
　
　
　
　
　
→
２
千
ポ
イ
ン
ト

○
１
千
円
以
上
２
千
円
未
満

　
　
　
　
　
　
→
１
千
ポ
イ
ン
ト

申
請
期
限　
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪

　
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
お
よ
び

事
故
時
の
被
害
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
自
動
車
急
発
進
防
止
装
置
整
備
費
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
費
用

　
県
内
の
事
業
所
で
、
後
付
け
ペ
ダ
ル
踏

み
間
違
い
急
発
進
防
止
装
置
の
購
入
お
よ

び
設
置
に
要
す
る
費
用
の
一
部

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

○
市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
人

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

○
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
た
所
有
者

ま
た
は
使
用
者

○
自
動
車
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
人

○
暴
力
団
員
な
ど
に
該
当
し
な
い
人

必
要
書
類

○
申
請
書
兼
請
求
書

○
納
税
等
状
況
調
査
同
意
書

○
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
の
写
し

○
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
書
類
な
ど
の
写
し
（
説
明
書
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
本
体
に
安
全
認
証
マ
ー
ク

が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
写

真
な
ど
）

○
申
請
者
名
義
の
新
見
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
番
号
欄
の
写
し

申
請
方
法　
申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項
を

記
入
、
も
し
く
は
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

○
交
通
対
策
課
ま
た
は
各
支
局
窓
口
な
ど

へ
持
参

○
交
通
対
策
課
へ
郵
送

○
メ
ー
ル
で
提
出

※
申
請
書
は
交
通
対
策
課
な
ど
に
備
え
付

け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒
７
１
８‒

８
５
０
１

　
新
見
３
１
０‒

３

　

koutsu

＠city.niim
i.lg.jp

　
交
通
対
策
課　
☎
�
６
１
２
２

補
助
金
額

　
本
体
代
金
と
設
置
費
を
含
め
た
金
額
の

３
分
の
２
以
内
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
、

上
限
10
万
円
）

必
要
書
類

○
補
助
金
交
付
申
請
書

○
見
積
書
の
写
し

○
誓
約
書

○
自
動
車
検
査
証
の
写
し

○
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

○
納
税
等
状
況
調
査
同
意
書

申
請
方
法　
申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
必
要
書
類
と
あ
わ
せ
て
交
通

対
策
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
交
通
対
策
課
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

申
請
期
限　
令
和
７
年
３
月
31
日(

月)

※
必
ず
設
置
す
る
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
交
通
対
策
課　
☎
�
６
１
２
２

市ホームページ

市ホームページ

今
年
度
末
で
終
了

今
年
度
末
で
終
了
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地
域
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う

新
見
市
空
き
家
活
用
推
進
事
業
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
自
治
会
な
ど
が
防
犯
灯
の
新
設
・
取
り

換
え
を
行
う
場
合
、
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

補
助
対
象

○
自
治
会
な
ど
の
地
域
団
体
が
設
置
・
管

理
を
行
う
防
犯
灯

○
取
り
換
え
の
場
合
は
、
お
お
む
ね
10
年

が
経
過
し
老
朽
化
し
た
も
の

○
車
道
、
歩
道
を
照
ら
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の

○
私
道
に
設
置
す
る
場
合
、
受
益
戸
数
が

２
戸
以
上
関
係
す
る
も
の

※
地
域
運
営
組
織
が
設
立
さ
れ
た
地
域
は

申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
地
元
の
地
域

運
営
組
織
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
内
に
定
住
す
る
た
め
に
空
き
家
を
購

入
・
改
修
・
家
財
整
理
す
る
場
合
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請

を
お
考
え
の
人
は
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
者　
市
内
の
空
き
家
に
５
年
以
上
定

住
す
る
意
思
を
持
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

〇
移
住
者

　
転
入
日
か
ら
起
算
し
て
前
２
年
以
上
の

間
、
市
外
に
住
所
を
有
し
て
い
た
人
の

う
ち
、
本
市
に
定
住
す
る
意
思
を
持
っ

て
転
入
し
よ
う
と
す
る
人
ま
た
は
転
入

日
か
ら
３
年
を
経
過
し
な
い
人

○
市
内
在
住
者

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
う
ち
、
申

請
日
に
40
歳
以
下
の
人
ま
た
は
中
学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
し
て
い

る
人
（
た
だ
し
、
補
助
の
対
象
と
な
る

空
き
家
の
売
買
契
約
日
ま
た
は
最
初
の

賃
貸
借
契
約
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
な

い
も
の
）

※
改
修
・
家
財
整
理
は
、
入
居
者
が
決
定

し
て
い
る
場
合
、
空
き
家
所
有
者
も
交

付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
申
請
し
た
年
度
内
に
実
績
報

告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
移
住
・
定
住
推
進
課　
☎
�
６
１
１
４

補
助
金
額

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
の
場
合
１
灯
に
つ
き

上
限
１
万
５
千
円

必
要
書
類

○
補
助
金
交
付
申
請
書

○
防
犯
灯
設
置
計
画
書

○
施
工
業
者
の
見
積
書
の
写
し

○
設
置
場
所
の
位
置
図
・
写
真

申
請
方
法

　
申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
と
あ
わ
せ
て
交
通
対
策
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
交
通
対
策

課
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
必
ず
設
置
す
る
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
交
通
対
策
課　
☎
�
６
１
２
２

市ホームページ

補助対象経費 補助率 上限

購入
生活の拠点として使用する空き家の購入費および空き家
と同時に購入する土地（宅地）の購入費（購入した不動
産の登記を補助金の交付決定後に実施するもの）

10分の３以内
200万円10分の４以内

(要件を満たす世帯※1）

改修
空き家の居住部分の改修工事のうち、市内の建築業者な
どが実施するもの（補助対象事業費が30万円以上で、
補助金の交付決定後に工事に着手するもの）

10分の４以内
300万円10分の５以内

(要件を満たす世帯※1）

家財
整理

入居が決定した空き家の家屋内にある家財道具の搬出処
分を市内の専門業者に委託するもの（補助対象事業費が
10万円以上で、補助金の交付決定後に実施するもの）

10分の５以内 20万円

※１　移住者で、次のいずれかに該当する世帯　　○中学校卒業までの子を養育している世帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○空き家使用者またはその配偶者が40歳以下の世帯

19 市報にいみ 第229号
April 2024



　
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済

対
策
と
し
て
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
へ
、

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
、
こ
ど
も
加

算
を
支
給
し
ま
す
。

※
本
給
付
金
は
、
差
押
禁
止
等
お
よ
び
非

課
税
で
す
。

　

給
付
金
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」

や
「
個
人
情
報
の
搾
取
」
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
市
役
所
や
内
閣
府
職
員
な
ど
を
か

た
っ
た
不
審
な
電
話
や
郵
便
・
メ
ー
ル

が
あ
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
や
最
寄
り

の
警
察
署
ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
へ

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
・
こ
ど
も
加
算
を
支
給

物価高騰重点支援給付金 こども加算
給付額 １世帯当たり10万円 児童１人当たり５万円

対象

基準日（令和５年12月１日）
に、本市に住民登録があり、
令和５年度分の住民税均等
割のみの課税をされている
世帯

次のいずれにも該当する世帯
○令和５年度新見市物価高騰重点
支援給付金（左）の受給世帯

○基準日（令和５年12月１日）
時点で、同一世帯に児童（平成
17年４月２日以降に生まれた
児童）が含まれる世帯

手続き

令和５年度分の住民税均等
割のみの課税をされている
ことが確認できた世帯には、
３月下旬に確認書を送付し
ていますので、必要事項を
確認、記入の上、必要書類（口
座確認書類、本人確認書類）
とともに、同封の返信用封
筒で返送ください。

原則、申請は不要です。対象世帯
には、準備ができ次第、順次給付
のご案内をします。物価高騰重点
支援給付金（左）を振り込んだ口
座に振り込みます。
申請が必要な世帯
○基準日（令和５年12月1日）の
翌日以降に児童が生まれた世帯

○別世帯で扶養してい
る児童がいる世帯

※申請方法は市ホーム
ページをご確認くだ
さい。

その他
提出期限（５月31日（金））
を過ぎると給付を受けられ
ませんのでご注意ください。

○給付は１世帯当たり１回限りで
す。同等の給付金（他市町村を
含む）の支給を受けた世帯は対
象となりません。

○施設入所している児童（住民票
を異動していない場合も含む）
は対象となりません。

提出・
問い合わせ先 福祉課　☎�6154 子育て支援課　☎�6115

令和６年度　市税納期一覧
納期限 税目 期別

４ 月30日（火） ○固定資産税・都市計画税 １期

５ 月31日（金） ○軽自動車税 全期

７ 月 1 日（月） ○市県民税 １期

７ 月31日（水） ○固定資産税・都市計画税
○国民健康保険税

２期
１期

９ 月 ２ 日（月） ○市県民税
○国民健康保険税

２期
２期

９ 月30日（月） ○国民健康保険税 ３期

10月31日（木） ○市県民税
○国民健康保険税

３期
４期

1２月 ２ 日（月） ○国民健康保険税 ５期

1２月２５日（水） ○固定資産税・都市計画税
○国民健康保険税

３期
６期

1 月31日（金） ○市県民税
○国民健康保険税

４期
７期

２ 月２8日（金） ○固定資産税・都市計画税
○国民健康保険税

４期
８期

固定資産の評価額を確認できます
土地・家屋評価額の縦覧 課税台帳の閲覧

概　要
自己の所有する土地・家
屋の価格を他の土地・家
屋の価格と比較し、確認
できます。

固定資産課税台帳に
登録された自己の資
産の内容を確認でき
ます。

期　間 4 月 1 日（月）～30日（火） 4月 1日（月）～随時
時　間 ８時30分～17時15分（閉庁日を除く）
場　所 税務課または各支局

対象者
○納税義務者（所有者）
○納税管理人
○上記の代理人（委任状
が必要）

◯借地人・借家人
　（借用物件に限る）

必要な物 本人確認資料
（マイナンバーカードなど） 借地人・借家人の場

合は賃貸契約書など

手数料 無料
納税義務者１人につ
き300円（４月30
日（火）まで無料）

コピー 不可 可（１枚20円）
※自己資産の課税内容は、４月中旬に納税通知書に同封
する「課税明細書」で確認できます。

※土地または家屋を所有していても、固定資産税が課税
されていない人は、縦覧帳簿の縦覧はできません。
【問い合わせ先】税務課　☎�6117

市ホームページ
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鉄道利用促進を協働で！
新見市公募型鉄道利用促進事業
　鉄道の利用促進につながる事業を企画して実施
する団体を募集します。
　提案事業は審査の上、提案団体へ事業の実施を
委託します。

対象団体　規約などを持って活動する市民団体など
募集する事業　鉄道の利用促進につながる事業
募集テーマ
①市民の鉄道利用を促進する取り組み
②市外から利用者を呼び込む取り組み
③鉄道利用の意識を醸成する取り組み
④自由テーマ（①～③に該当しないもので鉄道の
利用促進につながる事業）
※複数のテーマを選択可能
委託事業費　１事業当たり上限50万円
提案方法　募集要項を確認の上、必
要書類を提出してください。募集要
項は交通対策課に備え付けているほ
か市ホームページに掲載しています。
事前の相談にも応じます。
提案期限　５月31日（金）
【申請・問い合わせ先】交通対策課　☎�6122

支
給
回
数
を
増
加

　
有
害
鳥
獣
追
い
払
い
用
花
火

　
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

有
害
鳥
獣
追
い
払
い
用
花
火
を
支
給
し
ま

す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

○
市
内
で
農
業
を
営
む
人

○
煙
火
消
費
保
安
手
帳
を
所
持
す
る
人

支
給
本
数

　
年
３
回
ま
で
の
支
給
で
、
１
回
当
た
り

６
本
ま
で

申
込
方
法

　
農
業
畜
産
振
興
課
、
各
支
局
で
申
込
用

紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
時
は
煙
火
消
費
保
安
手
帳
が
必
要

で
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　
鳥
獣
被
害
対
策
研
修
会

　
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
行
政
に
よ
る
被
害
拡
大
防
止
や
有

害
鳥
獣
捕
獲
な
ど
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
変
効
果
的
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
地

域
に
出
向
い
て
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
地
域
づ
く

り
を
み
ん
な
で
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

研
修
会
開
催
範
囲

○
各
行
政
区

○
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
や
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制
度
に
取

り
組
む
協
定

○
集
落
営
農
組
織

○
地
域
運
営
組
織

申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
農
業
畜
産
振
興
課
の
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
業
畜
産
振
興
課　
☎
�
６
１
３
３

有
害
鳥
獣
対
策
を
支
援

市ホームページ

軽自動車税の減免
　身体などに障がいのある人が車両を所有し、本
人または家族が運転する場合、自動車税または軽
自動車税の減免制度を利用できます。
　昨年度に軽自動車税の減免を受けた人には、申
請書を送付します。申請内容に変更がある場合は、
４月15日（月）までに提出してください。
　新たに申請する場合は、減免の対象に該当する
か確認しますのでお問い合わせください。
　なお、１人につき１台のみとなりますので、ご
注意ください。

【申請・問い合わせ先】税務課　☎�6117
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看護学生奨学支援金奨学生募集 介護学生奨学支援金奨学生募集
　看護学生に対し、修学に必要な資金を奨学支援
金として給付します。

奨学生の資格
　看護師養成学校などに在学し、卒業後、速やか
に市内の医療機関などに一定期間（受給月数と同
期間）勤務する意思のある看護学生
※卒業後、市外の医療機関などで勤務（５年以内）
した後、市内の医療機関で勤務する場合も可能

給付額　月額６万５千円
給付期間（上限）
○看護師　　４年
○准看護師　２年
募集定員　４人程度
受付期限　５月31日（金）

【問い合わせ先】健康医療課　☎�6130

　介護学生に対し、修学に必要な資金を奨学支援
金として給付します。

奨学生の資格　次の全てに該当する人
○高等学校卒業またはこれと同等以上の学力があ
ると認められ、介護福祉士を養成する学校など
に進学する人
○卒業後３年以内に市内の介護事業所などに介護
福祉士として３年以上勤務する意思がある人
○新見市奨学金条例で定める奨学金を現に受けて
いない人
給付額　月額５万円
給付期間
　介護福祉士養成学校などが規定する正規の修業
年限（上限４年）
募集定員　３人程度
受付期限　７月１日（月）

【問い合わせ先】高齢者支援課　☎�3148

新事務所で業務開始
唐松市民センター・唐松公民館
　老朽化に伴い、移転整備を進めていた唐松市民
センター・唐松公民館が完成しました。これに伴
い、４月１日（月）から新事務所で業務を開始しま
す。

新事務所の住所・電話番号
○唐松2744－2（唐松地域づくりセンター内）
○☎�9020
○℻�9021
※電話・ファクス番号に変更はありません。

【問い合わせ先】・総務課　　　☎�6204
　　　　　　　　・生涯学習課　☎�6147

地域が主役のまちづくりを応援！
地域づくり推進事業補助金
　地域団体などが主体的に行う地域づくり活動を
支援します。
対象団体　市内で活動する次のいずれかに該当す
る団体
〇地域住民の多くが参加し、地域づくり活動に取
り組んでいる団体

〇地域の交流イベントなどを実施する団体や実行
委員会などの任意組織

〇多くの市民が参画し、市内全域を対象とした地
域づくり事業を実施する団体

対象事業　地域や市の活性化につながる事業で、
事業費３万円以上の事業が対象です。複数の事業
をまとめて申請することも可能ですが、申請は１
団体につき１回のみです。
※コミュニティビジネス事業は、別途申請が可能です。
補助率　対象経費の３分の２以内
※上限25万円（コミュニティビジネス事業は45万円）
申請方法　対象とならない経費も
ありますので、必ず事前に相談の
上、事業実施前に申請してくださ
い。必要書類の様式などは市ホー
ムページに掲載しています。
申請期限　令和７年１月31日（金）
【申請・問い合わせ先】総合政策課　☎�6143

市ホームページ
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情
報

プ
ラ
ザ

お
知
ら
せ

４
月
か
ら
水
道
料
金
改
定

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
な
生
活
を

支
え
る
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
今
後
も
安
定

的
・
持
続
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
４

月
使
用
分
か
ら
水
道
料
金
を
改
定
し
ま

す
。詳
細
は
市
報
に
い
み
２
月
号（
２
２
７

号
）
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

５
月
号
で
も
案
内
予
定
で
す
。

改
定
内
容　
基
本
料
金
、
超
過
料
金
を
そ

れ
ぞ
れ
10
・
8
％
引
き
上
げ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
上
水
道
課　
☎
�
８
９
７
１

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を�

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る

た
め
、
手
話
通
訳
者
ま
た
は
要
約
筆
記
者

の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
や
学
校
・
認
定
こ
ど
も
園
、
官
公

庁
、
会
社
、
重
要
な
会
議
や
講
演
会
に
行

く
時
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

が
必
要
な
時
に
派
遣
し
ま
す
。

　
費
用
は
原
則
無
料
で
、
利
用
に
は
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
課　
☎
�
６
１
２
６

狂
犬
病
予
防
注
射
を�

受
け
ま
し
ょ
う

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、
毎
年
飼
い
犬
に
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
予
防
注
射
は
、
４
月
か
ら
５
月

ま
で
市
内
を
巡
回
し
て
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
飼
い
犬
を
登
録
し
て
い
る
人
に

は
、
通
知
書
と
日
程
表
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
会
場
で
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
注
射
当
日
は
通

知
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
飼
い
犬
の
登
録
が
済
ん
で
い
な

い
人
は
、
会
場
で
登
録
後
、
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
巡
回
日
程
は
、
34
・
35
ペ
ー
ジ
の
行
事

予
定
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
生
後
91
日
以
上
の
犬

注
射
な
ど
の
費
用　
３
２
０
０
円

新
規
登
録
手
数
料　
３
０
０
０
円

注
意
事
項

○
犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て

後
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
同
士
の
け
ん
か
、
逃
走
な
ど
の
事
故

に
つ
い
て
、
市
は
責
任
を
負
い
ま
せ

ん
。

※
会
場
に
は
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
連
れ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

○
当
日
、
犬
の
体
調
が
悪
い
と
思
わ
れ
る

場
合
は
、
注
射
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課　
☎
�
６
１
２
４

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
ご
注
意
を
！

　
中
国
地
域
に
生
息
す
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

は
、
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
個
体

群
」
と
さ
れ
、
保
護
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
息
数
が
回

復
し
て
お
り
、
近
年
は
市
内
で
も
目
撃
情

報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
春
に
な
っ
て
暖
か
く
な
り
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
時
期
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
行
動
が
特
に

盛
ん
に
な
る
早
朝
や
夕
方
は
で
き
る
だ
け

山
に
入
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
山
に
入
る
時
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど

音
が
出
る
も
の
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
生
ご
み
や
野
菜
く
ず
、
放
任
果

樹
な
ど
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
引
き
寄
せ
る

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
屋
外
に
放
置
し

な
い
よ
う
適
正
な
管
理
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
備
中
県
民
局
新
見
地
域
森
林
課

　
☎
�
９
１
６
９

・
農
業
畜
産
振
興
課

　
☎
�
６
１
３
３

森
林
の
伐
採
に
は
届
出
が�

必
要
で
す

　
森
林
所
有
者
な
ど
が
森
林
の
立
木
を
伐

採
す
る
場
合
、
次
の
届
出
を
提
出
す
る
こ

と
が
森
林
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
各
種
届
出
の
詳
細
は
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

①
立
木
を
伐
採
す
る
時

　
伐
採
の
30
日
～
90
日
前
に

　
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
書
」

②
伐
採
が
完
了
し
た
時

　
伐
採
の
期
間
の
末
日
か
ら
30
日
以
内
に

「
伐
採
に
係
る
森
林
の
状
況
報
告
書
」

③
造
林
が
完
了
し
た
時

　
造
林
の
期
間
の
末
日
か
ら
30
日
以
内
に

「
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森
林
の
状
況

報
告
書
」

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
林
業
振
興
課

　
☎
�
６
１
３
４

・
大
佐
支
局
地
域
振
興
課

　
☎
�
２
１
１
２

・
神
郷
支
局
地
域
振
興
課

　
☎
�
６
１
１
２

・
哲
多
支
局
地
域
振
興
課

　
☎
�
２
１
１
２

・
哲
西
支
局
地
域
振
興
課

　
☎
�
２
１
１
２
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緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
岡
山
県
が
定
め
る
「
春
の
み
ど
り
の
月

間
」
に
併
せ
て
、
「
緑
の
募
金
」
を
５
月

31
日
㈮
ま
で
林
業
振
興
課
、
各
支
局
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
「
緑
の
募
金
」
は
、

地
域
の
緑
化
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
で
緑
化
活
動
を
計
画
し
て

い
る
場
合
は
、
必
要
な
苗
木
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
林
業
振
興
課　
☎
�
６
１
３
４

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
20
歳
以
上
の
学
生
で
所
得
が
少
な
い
た

め
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校
（
１
年
以
上
の
課
程
）
な
ど
に
在
学
す

る
20
歳
以
上
の
学
生
（
夜
間
・
定
時
制
課

程
や
通
信
制
課
程
の
学
生
も
対
象
）

申
請
場
所　
市
民
課
、
各
支
局
・
市
民
セ

ン
タ
ー
、年
金
事
務
所

申
請
に
必
要
な
物　
学
生
証
の
写
し
ま
た

は
在
学
証
明
書
の
原
本
、
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
）

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

「
高
梁
川
流
域
の
自
然
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
」・「
第

24
回
流
域
高
校
生
絵
画
展
」
優

秀
作
品
巡
回
展
示

　
高
梁
川
流
域
連
盟
主
催
の
優
秀
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
、
お
友
達
を
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
高
梁
川
本
流
・
支
流
の
自
然
や
生
き
物

の
生
態
、
川
に
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
を

テ
ー
マ
に
優
秀
作
品
15
点
を
展
示
し
ま

す
。

流
域
高
校
生
絵
画
展

　
高
梁
川
流
域
内
の
高
等
学
校
生
徒
が
、

み
ず
み
ず
し
く
自
由
な
感
性
で
描
い
た
絵

画
18
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　
４
月
17
日
㈬
～
25
日
㈭

　
　
　
９
時
～
19
時

　
　
　
※
22
日
㈪
は
休
館

会
場　
ま
な
び
広
場
に
い
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課　
☎
�
６
１
４
８

※
令
和
５
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承
認

さ
れ
、
令
和
６
年
度
も
同
じ
学
校
に
在

学
す
る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
届

い
た
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
提
出
す
る

こ
と
で
申
請
で
き
ま
す
（
添
付
書
類
は

不
要
）
。

承
認
期
間　
令
和
６
年
４
月
～
令
和
７
年

３
月

※
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
「
追
納
制
度
」

を
利
用
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
高
梁
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
６
６
㉑
０
５
７
０

・
市
民
課

　
☎
�
６
１
２
３

市
内
の
掲
示
場
を
20
カ
所
か
ら

５
カ
所
に
統
一
し
ま
し
た

　
国
の
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
見
直
し
に
伴
い
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
、
新
見
市

公
告
式
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
条
例
、
規
則
お
よ
び
規

程
の
公
布
文
な
ど
を
掲
示
し
て
い
る
市
内

の
掲
示
場
を
、
市
役
所
前
お
よ
び
各
支
局

前
の
５
カ
所
に
統
一
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
、
掲
示
場
と
同
じ
公
布
文
な
ど
を
掲
載

し
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課　
☎
�
６
２
０
４

地域社会に貢献し、皆さんのお役に立ちます!

時間▶いずれも①１０時～（男・女性対象）②１４時～（女性対象）
場所▶温故館
入会希望の人はもちろん、どなたでもご参加ください。
会員になって、生きがい就業で活気ある毎日を!
６０歳以上なら入会OK!

公益社団法人 新見市シルバー人材センター
新見１２０１（温故館内）☎712134

新規会員
募集中!

4/9（火） 5/14（火） 6/11（火） 7/9（火） 8/13（火） 9/10（火）
事業説明会（入会説明会）を毎月第2火曜日に開催しています！
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猪
風
来
美
術
館
（
法
曽
陶
芸
館
）
で
は
、

恒
例
の
「
春
の
縄
文
野
焼
き
祭
り
」
を
開

催
し
ま
す
。
縄
文
に
引
か
れ
て
猪
風
来
美

術
館
に
集
う
人
々
が
縄
文
の
心
と
技
を
学

び
、
丹
念
に
縄
目
や
渦
巻
文
様
を
施
し
て

作
っ
た
作
品
が
、
炎
の
中
で
新
た
な
命
を

宿
し
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　
作
品
焼
成
後
に
は
み
ん
な
で
輪
に
な
り
、

大
地
や
火
に
感
謝
し
て
「
縄
文
大
地
の
精

霊
ダ
ン
ス
」
を
踊
り
ま
す
。
縄
文
の
息
吹

に
触
れ
て
、
大
地
と
そ
こ
に
満
ち
る
た
く

さ
ん
の
生
命
を
感
じ
る
春
の
一
日
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
館
内
で
は
企
画
展
「
縄
文
美
ら
ん
ま
ん　

火か
え
ん焔
土
器
展
」
を
開
催
中
で
す
。
新
潟
県

信
濃
川
流
域
の
縄
文
人
た
ち
に
よ
る
火
焔

型
土
器
・
土
偶
な
ど
30
点
を
展
示
し
て
お

り
、
古
と
今
を
繋
ぐ
縄
文
の
心
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

日
時　
４
月
28
日
㈰
９
時
～
16
時

※
雨
天
時
は
29
日
（
月
・
祝
）
に
延
期

場
所　
猪
風
来
美
術
館
前
広
場
（
法
曽
６
０
９
）

内
容

○
縄
文
野
焼
き

○
縄
文
大
地
の
精
霊
ダ
ン
ス

入
場
料　
無
料（
館
内
は
観
覧
料
が
必
要
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
猪
風
来
美
術
館　
☎
�
２
４
４
４

第
38
回
春
の
縄
文
野
焼
き
祭
り

～
縄
文
の
心　
い
の
ち
の
根
源
へ
の
想
い
を
の
せ
て
～

新見警察署からのお知らせ新見税務署からのお知らせ
いじめを防ごう国税の口座振替をご利用の人へ

【問い合わせ先】
　新見税務署総務課　☎�0951

　新見警察署では、学校訪問を通じて、いじめ問
題の早期発見に努めています。
　昨年は、新見警察署管内全ての小・中・高等学
校で非行防止教室やネットモラル教室を開催する
など、いじめ防止の指導を行っています。
　いじめ問題は、放置すると重大な結果を及ぼす
ことから、早期に発見し、迅速に対応することが
大切です。
　いじめだと思うことがあれば、まずは学校や関
係機関へ相談するようにしましょう。

【問い合わせ先】
　新見警察署生活安全刑事課　☎�0110

令和５年分
確定申告 申告所得税 消費税

（個人事業者）
口座振替日 ４月23日（火） ４月30日（火）
※申告所得税の延納分の振替日は５月31日（金）です。

〇振替日の前日までに預貯金口座の残高の確認を
お願いします。

〇残高不足などで口座振替ができなかった場合、
法定納期限の翌日（申告所得税は３月16日、
消費税（個人事業者）は４月２日）から延滞税
が必要となる場合があります。

４月は「20歳未満飲酒防止強調月間」
　成長過程にある20歳未満の飲酒は、身体
的・精神的に大きなリスクがあります。未然
に防止するために、家庭などでしっかりと説
明するなど、大人の責務として社会全体で取
り組む必要があります。

国税庁
ホームページ
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　新見市マスコットキャラクター「にーみん」がＪＲ
芸備線に乗車し、上り・下り合わせて約70人の乗客
と共に鉄旅を楽しみました。
　車内では、にーみんのオリジナルグッズが当たる抽
選会が実施され、見事当選した人からは喜びの声が聞
こえました。
　下車後、子どもたちは、にーみんと記念撮影やハイ
タッチをし、とても嬉しそうな様子でした。

３／３３／３ にーみんと芸備線に
乗ってみよう!!

鉄道利用促進事業鉄道利用促進事業

　春季全国火災予防運動期間（３月１日～７日）にあ
わせ、神代認定こども園の園児と保育士計28人が防
火パレードを行いました。
　「火の用心！マッチ１本、火事のもと！」と大きな
声で地域住民に防火を呼びかけました。
　園では、訓練用消火器を使用した消火体験も実施さ
れ、「家に帰ったら家族にも教えてあげる」と話す頼
もしい姿が見受けられました。

３／７３／７ 火の用心！

神代認定こども園幼年消防クラブ神代認定こども園幼年消防クラブ
防火パレード防火パレード

　まなび広場にいみ小ホールで、中世東寺領新見庄
を活かしたまちづくり委員会の主催で開催され、約
100人が参加しました。
　東寺長者の飛

ひ だ か

鷹全
ぜんりゅう

隆氏と岡山大学名誉教授の久
ひ さ の

野
修
のぶよし

義氏が、たまがき書状のことなどに触れながら、東
寺と新見市の深いつながりについて、講演しました。
参加者はメモを取るなど、熱心に話を聞いていまし
た。

２／２6２／２6 東寺と新見の歴史を学ぶ

新見庄講演会「東寺と新見庄」新見庄講演会「東寺と新見庄」

　市健康医療課の森
もり

朋
と も み

美栄養士を講師に大佐総合セン
ター調理室で開催され、15人が参加しました。
　参加者は４グループに分かれ、「野菜だしのミネス
トローネ」、「かぼちゃの丸ごとナッツサラダ」、「塩昆
布あえ」を作りました。味付けを確認し合うなど、ど
のグループも協力して調理しました。
　調理後は、野菜をたっぷりと使ったヘルシーな料理
を皆さんでおいしくいただきました。

３／15３／15 体にやさしい料理を
作りましょう

たっぷり野菜のたっぷり野菜の
お手軽ヘルシー料理教室お手軽ヘルシー料理教室

飛鷹全隆氏 久野修義氏
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　新見市移住交流支援センターで開催され、神郷地区
の親子連れら10人が参加しました。
　午前の部のワークショップでは、絵の具で色を塗
り、顔を描いた木材のパーツをボンドで組み立てて、
自分だけのひな人形を完成させました。
　午後の部のティータイムでは、展示されているひな
人形を囲んで、春スイーツと抹茶を味わいながら楽し
い時間を過ごしました。

３／２0３／２0 自分だけのひな人形をつくろう

YUNOSHOW　おひなまつりYUNOSHOW　おひなまつり

　改修工事が終了し３月からの利用再開にあわせて開
催され、親子連れなど20人が参加しました。
　手品グループのカミヤーズによる手品や、新見子ど
も読書会の大

おおにし

西映
え い こ

子さんによる「ノラネコぐんだんパ
ンこうじょう」、「めっきらもっきらどおんどん」の読
み聞かせなどがあり、参加者を楽しませました。
　リニューアルした図書施設を皆さん、ぜひご利用く
ださい。

　憩いとふれあいの公園ゲートボール場で開催され、
26チーム（97人）が優勝を目指して、熱戦を繰り広
げました。
　参加者はチームで協力して、モルック（投げる棒）
をスキットル（１～12の数字が書かれた標的）に向
かって投げ、点数を競いました。
　熱戦を勝ち抜いた全８コートの各優勝チームには、
にーみんグッズや新見市の特産品が入ったすてきな景
品が贈られました。

３／16３／16 ３／16３／16より利用しやすい施設へ 優勝目指して熱戦を展開

哲多総合センター図書施設哲多総合センター図書施設
リニューアルイベントリニューアルイベント 新見市モルック大会新見市モルック大会

　９月28日（土）から11月24日（日）までの「森の芸
術祭　晴れの国・岡山」に向けて、長

は せ が わ

谷川祐
ゆ う こ

子アート
ディレクターとのトークイベントが開催されました。
　本芸術祭の参加アーティストや展示の構想のこと、
本市を訪れて感じたことなどの話を聞いた後、茶話会
形式で意見交換を行いました。
　新見市では、満奇洞に芸術作品が展示される予定で
すので、会期中ぜひ足を運んでみてください。

３／1７３／1７ アートの力で地域の魅力を
引き出して

森の芸術祭　晴れの国・岡山森の芸術祭　晴れの国・岡山
トークイベントトークイベント
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Niim
i University

　私は新見公立大学地域共生推進センターＳＡ（スチューデント・
アシスタント）として、地域貢献活動を行っています。学生同士で
意見を出し合って企画を考案したり、企画を通して地域の方と交流
をしたりする中で、コミュニケーション力や発言力を身に付けられ
ていると感じます。４月には今準備を進めているイベントが控えて
いるので、地元だからこそ気付ける視点で地域の方とつながり、地
域を盛り上げられるように取り組んでいきたいです。
　私は高校３年生の進路選択の時に保育士を志すことを決め、幼い
頃から慣れ親しんできた新見で保育を学ぶことを決めました。これ
までに２度、10日間の保育所実習を経験しました。実習では初め
て自分が主となって保育を行い、子どもの意欲を引き出す言葉掛け
や遊びの展開の難しさを実感したと同時に、やりがいや子どもと関
わることの楽しさも感じることができました。これから幼稚園実習
や施設実習などが控えているので、子どもたちに寄り添える保育者
になれるように精進していきたいです。

地元での学び
新見公立大学　健康保育学科　２年

小
こ ば や し

林　芽
め い

生�さん（新見市）

　早いもので、税理士の仕事を始めて31年が経過しまし
た。
　平成５年に事務所を立ち上げて以来これまで健康で業務
を続けることができたことが一番の幸せです。
　税務関係の仕事は納税額にも影響を与えることが多くそ
の分苦労もありますが、税務申告を済ませると次も頑張ろ
うと元気が出ます。
　また、税務は毎年改正があって難しいと思われていると
ころもありますが、税が私たちの生活により身近になって
いる昨今、少しでも皆さまのお役に立てればと思っていま
す。
　しかしながら、税理士業界もご多分にもれず後継者不足
となっており、当新見市においてもより深刻な状況となっ
ております。若い人たちにとって、都会は魅力的なところ
であり故郷を離れて就職する人が多くなっておりますが、
故郷を守っていく人生もそれなりに大事なことでないかと
思っています。
　私も高齢者の仲間入りしておりますが、これからも税務
の専門家として日々努力していきたいと思っています。

ふるさとと共に生きる
森
も り ぐ ち

口　忠
た だ し

士 さん（７９） 正田
森口忠士税理士事務所
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今を楽しむ

第
２２９
通

北
か
ら

南から

 
　18歳で新見を離れ、すでに40年以上たち、
晴れて還暦の年を迎えることができました。 
　学生時代を岡山で過ごし、数年後、当時勤務
していた外資系ホテルによるインドネシアバリ
島での開業に合わせ現地へ異動となり、その後
16年間滞在しましたが、特活（特別活動）の
ある日本の教育が必要と考え、息子を連れて帰
国し、現在は東京で暮らしています。子育ても
一段落し、おかげさまで今は自分の時間を楽し
めるようになりました。 
　東京は活気がありとても魅力的な街です。コ
ロナ禍をきっかけに電動自転車でいろんな場所
を訪れ、徒歩や電車では味わえないたくさんの
風景に遭遇しました。例えば、クリスマス前の
表参道は人でいっぱいですが、自転車だと車道
からイルミネーションを楽しめますし、夜の静
かな国会議事堂のイチョウ並木を満喫すること
もできます。他にも、相撲鑑賞や銭湯など東京
ならではの魅力を日々体感しています。 
　新見には年に４～５回帰省していますが、定
年を機に来年から本格的に里帰りを計画中で
す。私以上に陽気な母と暮らせ
ることを今から心待ちにしてい
ます。新見でも今に感謝し、今
を楽しむ気持ちを大切に過ごし
ていきたいと思います。

【問い合わせ先】健康医療課　☎�6130

　「医食同源」とは、病気を治療するのも食事を
するのも、共に生命を養い健康を保つためには欠
くことができないもので、源は同じだという考え
です。正しい食事は健康づくりに直結するのです
が、自分にあった食事とは一体なんでしょうか。
　肥満の人は、油を控え、タンパク質を取り過ぎ
ないように、炭水化物を一定（取り過ぎないよう）
にする。痩せている人は、油、タンパク質はしっ
かり摂取し、炭水化物を一定（取り過ぎないよう）
にする。高血圧の人は、特に夕食の塩分を控える、
おかずを取り過ぎないようにする。低血圧の人は、
水分と塩分を摂取するようにする。中性脂肪が高
い人は、お酒の飲み過ぎ、炭水化物の取り過ぎに
注意する。高 LDL 血症の人（血中の悪玉コレス
テロールが多い人）は、卵、魚卵、おやつを取り
過ぎないようにする。血糖値が少し気になる人は、
上記に加えゆっくりよくかんで食べる、野菜→お
かず→ご飯の順番で食べる。
　病院では診療の中で、糖尿病や脂質異常症、高
血圧など、世界各国のガイドライン、日本のガイ
ドラインをもとにその人にあった正解を日々提案
させていただいています。
　正解は一つじゃない。Let’s楽しい正しい食事！

医食同源

新見市ドクターネットワーク幹事

太
お お た

田　徹
とおる

 医師（太田病院）★

林は
や
し　
公ひ

ろ

こ子�

さ
ん 

（５９）

東
京
都
太
田
区
（
出
身　
高
尾
）
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新
見
市
立
図
書
館

★
の
付
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
関
連
行

事
で
す
。中

央

４
月
14
日
㈰
13
時
30
分
～

「
図
書
館
で
学
ぶ
野
菜
づ
く
り
教
室
」

　
農
業
系
の
本
を
多
く
出
版
し
て
い
る
農

山
漁
村
文
化
協
会
か
ら
講
師
を
お
招
き

し
、
本
格
的
な
野
菜
づ
く
り
の
コ
ツ
や
裏

ワ
ザ
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
雑
誌
「
現
代
農
業
」
の

記
事
な
ど
を
参
考
に
お
教
え
し
ま
す
。

　
農
家
の
方
か
ら
家
庭
菜
園
を
お
持
ち
の

図書館INFORMATION
施設名 利用時間 休日

中央☎�282６ 9 時～19時

月曜日
（祝日のときは翌日）

大佐☎�2304 10時～18時
土日祝 9時～1７時

神郷☎�６110 10時～18時
土日祝 9時～1７時

哲多☎�2010 10時～18時
土日祝 9時～1７時 木曜日

（祝日のときは翌日）哲西☎�2110 9 時～19時
学術☎�0６６4 10時～18時 祝日
中央＝中央図書館、大佐＝おおさ総合センター図書施設、
神郷＝神郷生涯学習センター図書施設、哲多＝哲多総合
センター図書施設、哲西＝哲西生涯学習センター図書施
設、学術＝学術交流センター図書館 ホームページ

今月の おすすめ 本棚
『
マ
リ
は
す
て
き
じ
ゃ
な
い

魔
女
』（
児
童
書
）
中
央

柚
木
麻
子
／
作

坂
口
友
佳
子
／
絵

エ
ト
セ
ト
ラ
ブ
ッ
ク
ス
／
刊

　
ふ
た
り
の
魔
女
マ
マ
と
く
ら

す
11
歳
の
魔
女
マ
リ
。
大
人
た

ち
は
、
み
ん
な
と
生
き
る
た
め

に
は
、
人
の
役
に
立
つ
「
す
て

き
な
魔
女
」
に
な
り
な
さ
い
っ

て
い
う
け
ど
、
そ
れ
っ
て
な
ん

だ
か
ヘ
ン
じ
ゃ
な
い
…
？

『
野
う
さ
ぎ　
家
族
に
な
る
』

（
絵
本
）
中
央
・
大
佐
・
神
郷
・

哲
多
・
哲
西
・
学
術

黒
山
奈
桜
美
／
作

藤
本
タ
ク
ヤ
／
絵

文
芸
社
／
刊

　

こ
わ
が
り
屋
の
う
さ
ぎ
と

人
間
が
心
を
通
わ
せ
て
過
ご

し
た
幸
せ
な
日
々
が
、
た
し

か
に
あ
っ
た
…
。
市
内
在
住

の
作
者
が
実
話
を
も
と
に
描

い
た
心
温
ま
る
絵
本
。

『
大
人
ひ
と
り
旅
の
は
じ
め

方
』（
旅
行
）
中
央

主
婦
の
友
社
／
刊

　

日
常
を
離
れ
、
身
軽
に

な
っ
て
、
行
き
た
か
っ
た
場

所
へ
。
ほ
か
の
誰
で
も
な
く

「
自
分
」
を
満
た
す
旅
に
出

ま
せ
ん
か
？

　

ひ
と
り
旅
に
で
か
け
た
く

な
る
、
旅
が
も
っ
と
楽
し
く

な
る
一
冊
で
す
。

『〈
標
本
〉の
発
見
』（
自
然
科

学
）
中
央国立

科
学
博
物
館
／
編
著

国
書
刊
行
会
／
刊

　

国
立
科
学
博
物
館
の
研
究

者
た
ち
が
、
絶
滅
危
惧
種
を

中
心
に
、
美
し
い
標
本
写
真

と
と
も
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
し
ま
す
。
日
本
列
島
の

生
物
多
様
性
を
さ
ぐ
る
ヴ
ィ

ジ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
。

「中央」などは、所蔵図書館を表しています。

方
ま
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
電
話
（
☎
�
２
８
２
６
）
か
中
央
図
書

館
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

対
象　
高
校
生
以
上

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

４
月
23
日
㈫
～
５
月
12
日
㈰

★「
と
し
ょ
か
ん
☆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」

対
象　
小
学
生
以
下

　
図
書
館
に
隠
れ
て
い
る
ク
イ
ズ
を
探
し

て
答
え
よ
う
！
全
て
の
ク
イ
ズ
に
正
解
す

る
と
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

4
月
27
日
㈯
14
時
～

★「
こ
ど
も
お
楽
し
み
会
・
映
画
会
」

　
幼
児
や
保
護
者
を
対
象
に
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
か
ん
た
ん
工
作
な

ど
と
子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ざ
ん
ね
ん
な

い
き
も
の
事
典
」
を
上
映
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

４
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

★「
マ
ガ
ジ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」

　
図
書
館
で
保
管
期
間
を
過
ぎ
た
雑
誌
を

お
譲
り
し
ま
す
。
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

大
佐

５
月
３
日（
金・祝
）10
時
～
17
時�

５
月
４
日（
土・祝
）、５
日（
日・祝
）９
時
～
17
時

「
古
本
リ
サ
イ
ク
ル
」

　
図
書
施
設
に
あ
る
古
本
・
古
雑
誌
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
ご
自
由
に
お
持
ち
帰

り
く
だ
さ
い
。

哲
西

４
月
６
日
㈯
～
５
月
12
日
㈰

★「
春
の
子
ど
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

　
５
冊
借
り
る
と
ス
タ
ン
プ
を
１
個
押
し

ま
す
。
ス
タ
ン
プ
６
個
で
景
品
を
１
つ
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
下

４
月
23
日
㈫
～
５
月
12
日
㈰

★「
職
員
の
お
す
す
め
本
」

　
職
員
が
選
ん
だ
お
す
す
め
本
を
展
示
し

ま
す
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間

�
４
月
23
日
～
５
月
12
日　
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新
見
市
立
図
書
館

品
も
展
示
予
定
。
古
の
縄
文
土
器
と
現
代

縄
文
作
品
と
の
新
鮮
な
出
会
い
は
新
し
い

ア
ー
ト
創
造
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

し
て
い
く
も
の
と
予
感
し
て
い
ま
す
。

〈
関
連
企
画
1
〉
縄
文
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
土
器
に
表
現
さ
れ
た
生
と
性
と
精
」

日
時　
5
月
12
日
㈰
13
時
30
分
～
16
時

ト
ー
ク　
松ま
つ
も
と本
直な
お
こ子
（
岡
山
大
学
）

　
　
　
　
佐さ
と
う藤
雅ま
さ
か
ず一
（
新
潟
県
津
南
町
）

　
　
　
　
猪
風
来　
（
縄
文
造
形
家
）

〈
関
連
企
画
2
〉
縄
文
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
古
の
土
器
を
見
な
が
ら
縄
文
土
器
・
土

偶
を
作
ろ
う
！
」

日
時　
6
月
9
日
㈰
10
時
～

　
一
万
年
を
超
え
る
縄
文
文
化
は
日
本
文

化
の
源
流
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
縄
文
中

期
（
５
千
年
前
）
に
豊
か
な
森
と
水
に
恵

ま
れ
多
種
多
様
な
動
植
物
の
宝
庫
で
あ
っ

た
信
濃
川
流
域
の
縄
文
人
た
ち
に
よ
る

火か
え
ん焔
型
土
器
の
造
形
は
圧
倒
的
で
す
。

　
こ
の
度
は
新
潟
県
津
南
町
と
三
条
市
か

ら
火
焔
型
土
器
・
土
偶
な
ど
出
土
し
た
本

物
を
お
借
り
し
、
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

本
物
の
持
つ
存
在
感
は　
時
空
を
超
え
て

私
た
ち
に
縄
文
の
息
吹
と
魂
を
語
り
か
け

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
わ
せ
て
猪
風

来
美
術
館
に
集
い
学
ん
で
い
る
縄
文
作
家

た
ち
の
火
焔
文
様
に
触
発
さ
れ
た
創
作
作

新 見 美 術 館

法 曽 陶 芸 館

新見市西方361番地（☎�7851）
開館時間▶9：30 ～ 17：00（入館は16：30まで）
休 館 日▶月曜日（4/29（月・祝）、

5/6（月）、7/15（月・祝）は 
開館）

「猪
い

風
ふ う

来
ら い

美術館」
新見市法曽609番地（☎�2444）

開館時間▶9：30～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日▶月曜日（祝日の場合開館し翌日休館）

●観覧料
　一　般 1000（900）円　 大学生 500（400）円
　中高生    300（250）円　 小学生 200（150）円
※（　）内は15人以上の団体、各種割引料金
※市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」提示で観覧無料
※「高梁川流域パスポート」提示の小学生は土・日、祝日に限り観覧無料

●観覧料
　一　般 400（350）円　高校生 200（150）円
※（　）内は15人以上の団体料金
※中学生以下は観覧無料

サ
ン
リ
オ
デ
ザ
イ
ナ
ー
展

�

会
期
▼
4
月
27
日
㈯
～
7
月
15
日（
月・祝
）

「
縄
文
美
ら
ん
ま
ん　
火
焔
土
器
展
」

　
～
古
の
地
層
か
ら
響
き
来
る
縄
文
の
波
動

　
　
　
　
人
新
世
を
生
き
る
我
ら
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
！
～

�

会
期
▼
4
月
13
日
㈯
～
6
月
30
日
㈰

企画展

　
２
０
２
０
年
に
創
業
60
年
を
迎
え
た
サ

ン
リ
オ
が
こ
れ
ま
で
に
創
出
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
４
５
０
を
超
え
て
い
ま
す
。
ハ

ロ
ー
キ
テ
ィ
を
は
じ
め
、 

世
界
的
に
も
認

知
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
く
つ

も
あ
り
、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
、
キ
キ
＆
ラ
ラ

（
リ
ト
ル
ツ
イ
ン
ス
タ
ー
ズ
）、
マ
イ
メ
ロ

デ
ィ
の
よ
う
に
、
50
年
近
く
第
一
線
で
活

躍
し
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
存
在
し
ま

す
。

　
本
展
覧
会
で
は
、
サ
ン
リ
オ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
、
育
成

さ
れ
て
い
く
の
か
を
、
デ
ザ
イ
ン
面
か
ら

掘
り
下
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
期
中
、

会
場
に
は
特
設
シ
ョ
ッ
プ
も
登
場
し
ま

す
。

《
関
連
行
事
》

　
サ
ン
リ
オ
デ
ザ
イ
ナ
ー
展
会
期
中
の
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
新

見
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｘ
エ
ッ
ク
ス（
旧
ツ
イ

ッ
タ
ー
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
現
在
の
展
覧
会
》

　
新
収
蔵
品
展　
4
月
7
日
㈰
ま
で

　
観
覧
料　
◯
一　
般
６
０
０（
５
０
０
）円

　
　
　
　
　
◯
大
学
生
４
０
０（
３
５
０
）円

　
　
　
　
　
◯
中
高
生
２
５
０（
２
０
０
）円

　
　
　
　
　
◯
小
学
生
１
５
０（
１
０
０
）円

《
休
館
の
お
知
ら
せ
》

　
4
月
8
日
㈪
か
ら
26
日
㈮
ま
で
館
内
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
お
よ
び
展
示
替
の
た
め
休
館

し
ま
す
。
休
館
中
も
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
け
ま
す
。

津南町道尻手遺跡出土の土器たち

ホームページ

ホームページ

©2024 SANRIO CO.,LTD. APPROVAL NO.SP640961
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ハハッッピピーーババーーススデデーー

かわいいお子さんの１歳の記念に「ハッピーバースデー」に写真を掲載しよう!!
　令和5年5月生まれのお子さんの写真を募集します。掲載を希望する人はメールに必要事項を記載し、お子さんの写真を
添付した上でお送りください。（締切は４月15日㈪）
必要事項　・お子さんと保護者の名前（ふりがな）・お子さんの生年月日・住所・電話番号
メールを送信後、数日が経過しても確認の連絡がない場合やご不明な点は秘書広報課（☎�6190）へお問い合わせください。 メールはこちら

まなび広場にいみ内
〒718-0011　新見123番地2
☎�6200　FAX�6201

mail@niimi-bunka.jp
受付時間　9：00～18：00（月曜日休館）

新見文化 流交 館
ホームページ

楽しいイベントが盛りだくさん
まなび感謝祭2024

岩
いわさき
崎宏

ひろ み
美・岩

いわさき
崎良

よし み
美と共演！

市民合唱団の参加者募集

日　時　５月26日（日）10時～15時30分
会　場　新見文化交流館
内　容　アマチュアバンドの演奏、e スポーツ体験会、
ハンドメイド・ワークショップコーナー、美味しいも
の屋台村、キッチンカーコーナーなど
入場料　無料

　７月に開催予定の「宝くじまちの音楽会 岩崎宏美・
岩崎良美～ふれあいコンサート～」で、岩崎姉妹と共
演していただく合唱団の参加者を募集します。
　合唱経験の有無にかかわらず、誰でも参加できます。
多数の応募をお待ちしています。
　詳細は新見文化交流館までお問い合わせください。

公演日時　７月17日（水）18時～
募集人数　70人（小学年生以上）
申込方法　新見文化交流館に備え付けている申込用紙
に記入しお申し込みください。
申込期限　４月26日（金）
※募集人数に達した時点で締め切る場合があります。
そ の 他
○合唱曲は２曲程度を予定しています。
○公演日までに４回程度の練習を行います。
※第１回練習日　５月19日（日）14時～

藤
ふじもり

森　えん ちゃん
（上熊谷/４.24生）

則
のりかね

兼　依
い お

緒 ちゃん
（金谷/４.22生）

安
あんどう

藤　花
か れ ん

恋 ちゃん
（高尾/４.11生）

上
う え だ

田　湊
か な た

太 ちゃん
（高尾/４.14生）

滝
た き お

尾　奈
な ず な

瑞菜 ちゃん
（下熊谷/４.８生）
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ハハッッピピーーババーーススデデーー
４月７日（日）

新○新見中央病院	 ☎�2110
庄○日伝医院	 ☎08477②2180
真○勝山病院	 ☎0867㊹3161
高○高梁中央病院	 ☎0866㉒3636
４月14日（日）

新○太田病院	 ☎�0214
庄○庄原市休日診療センター	 ☎0824�9900
真○落合病院（内）	 ☎0867�1133
真○金田病院（外）	 ☎0867�1191
真○みんなのクリニック（内）	 ☎0867㊺0379
高○備中診療所	 ☎0866㊺9001
４月21日（日）

新○渡辺病院	 ☎�2123
庄○瀬尾医院	 ☎08477②0023
真○津山中央まにわ病院	 ☎0867㊹2671
高○池田医院	 ☎0866㉒2244
４月28日（日）

新○新見市休日診療所（内）	 ☎�0334
新○長谷川紀念病院	 ☎�3105
庄○庄原市休日診療センター	 ☎0824�9900
真○金田病院	 ☎0867�1191
真○前原医院（内）	 ☎0867㊷5267
高○大杉病院	 ☎0866㉒5155
４月29日（月）

新○新見中央病院	 ☎�2110
庄○庄原市休日診療センター	 ☎0824�9900
真○まつうら医院（内）	 ☎0867㊷5686
高○野村医院	 ☎0866㉕0003
５月３日（金）

新○太田病院	 ☎�0214
庄○庄原市休日診療センター	 ☎0824�9900
真○勝山病院	 ☎0867㊹3161
真○まにわ整形外科（外）	 ☎0867㊷7300
高○川上診療所	 ☎0866㊽4188
５月４日（土）

新○渡辺病院	 ☎�2123
庄○庄原市休日診療センター	 ☎0824�9900
真○落合病院（内）	 ☎0867�1133
真○金田病院（外）	 ☎0867�1191
真○杉山医院（内）	 ☎0867㊷5012
高○池田医院	 ☎0866㉒2244
５月５日（日）

新○新見中央病院	 ☎�2110
庄○東城病院	 ☎08477②2150
真○津山中央まにわ病院	 ☎0867㊹2671
真○イケヤ医院（内）	 ☎0867㊷0122
高○まつうらクリニック	 ☎0866㊷2315
５月６日（月）

新○長谷川紀念病院	 ☎�3105
庄○庄原市休日診療センター	 ☎0824�9900
真○金田病院	 ☎0867�1191
真○宮島医院（内）	 ☎0867㊹2403
高○仲田医院	 ☎0866㉒0511

【問い合わせ先】健康医療課　☎�6129

■電話番号
　＃8000または086-801-0018
■相談日時
　⚫平日19時～翌朝８時
　⚫土・日曜日、祝日および12月29日～

翌年１月３日18時～翌朝８時
■対 象 者 県内にお住まいのおおむね15歳以下

の子どもおよびその保護者
【問い合わせ先】健康医療課　☎�6130

小児
救急医療
電話相談

健診日程

●3～4か月児健康診査
月日（曜日） 対象児
４月11日（木） 令和５年12月生

●9～10か月児健康診査
月日（曜日） 対象児
４月11日（木） 令和５年６月生

●3歳児健康診査
月日（曜日） 対象児
４月24日（水） 令和２年９月１日～10月19日生

※場所は、市役所南庁舎です。
※各乳幼児健診の受付時間など、詳細は、対象児の保
護者あてに別途ご案内します。
※健康診査は、新見市で住民登録を行っている人のみ
受けることができます。

献血日程
月日（曜日） 受付時間 場　　所

4月９日（火）
９：20～11：20

市役所南庁舎
12：30～15：30

健診
など

診療時間はいずれも９時から
1７時までです。
【担当医療機関(当番医)】

新 ＝新見市　 真 ＝真庭市
高 ＝高梁市　 庄 ＝庄原市

休日
診療

○体の調子が思わしくないときは、症状が重くなる前
に早めの受診を心掛けましょう。
○なるべく医療機関の診療体制が整っている「通常の
診療時間内」に受診しましょう。
【問い合わせ先】健康医療課　☎�6130

24時間いつでも、健康、医療、介護な
どの相談を医師・看護師・保健師な
どの専門スタッフに無料で電話相
談できますのでご利用ください。

　　　　　　　■電話番号はインターネット上では
公開しておりません。

■相談日時　年中無休（24時間対応）
■対 象 者　市内に住所がある人
【問い合わせ先】健康医療課　☎�6130

にいみ24時間
安全安心

相談ダイヤル
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今月の相談窓口

4月行事予定

相談日 相談内容　　 掲載ページ 予約 時間 場所 問い合わせ先

4月4 木 消費生活相談 10:30～15:00 市役所ふれあい会館 交通対策課 ☎�６122

5 金
人権・行政・登記・法律相談 9 :00～12:00 おおさ総合センター 大佐支局 ☎�2111

人権・行政・登記・法律相談 9 :00～12:00 きらめき広場・哲西 哲西支局 ☎�2111

11 木 年金相談※ 要 9 :45～15:30 新見商工会議所　 高梁年金事務所 ☎08６６
　㉑05７0

12 金 交通事故相談 10:00～15:00 市役所南庁舎 交通対策課 ☎�６122

17 水
心配ごと相談 9 :00～12:00 市役所南庁舎　 社会福祉協議会 ☎�７30６

人権・行政・登記・家庭児童・母子父子相談 9 :00～12:00 市役所南庁舎　 総務課 ☎�６204

法律相談 要 10:00～15:00 地域福祉センター 社会福祉協議会 ☎�７30６

25 木 年金相談※ 要 9 :45～15:30 新見商工会議所　 高梁年金事務所 ☎08６６
　㉑05７0

5月2 木 消費生活相談 10:30～15:00 市役所ふれあい会館 交通対策課 ☎�６122

※年金相談の予約申込は自動音声案内でご案内します。「１」を選択後、「２」を選択してください。

月日（曜日）　　　　　　　　行事名　　　 掲載ページ 時間 場所 問い合わせ先

26 金
27 土
28 日 三室峡しゃくなげまつり� 16 10:00～15:00 三室総合案内所 神郷支局 ☎�６112

29 月 昭和の日

30 火
5月1 水
2 木

3 金
憲法記念日

哲西の太鼓田植「よいとこまつり」� 16 10:00～15:00 きらめき広場・哲西 哲西支局 ☎�2112

4 土 みどりの日

5 日 こどもの日

6 月 振替休日

7 火

4月の月間

　行政相談委員は、国などの仕事やサービスに関する
苦情、要望などの相談に応じ、関係機関と連携して問
題解決を図ります。市内では、５人の委員が総務大臣
から委嘱を受けて活動しています。相談は無料で、秘
密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。
【問い合わせ先】総務課　☎�6204

行政相談委員にご相談ください
ご相
談ください

34市報にいみ 第229号
April 2024



Apr 4月の月間
月日（曜日）　　　　　　　　行事名　　　 掲載ページ 時間 場所 問い合わせ先

4月1 月
2 火
3 水
4 木
5 金
6 土

7 日
クリーン作戦 ６ :00～ 8 :00 市内全域 環境課 ☎�６124
住所変更届出臨時休日受付窓口
マイナンバーカード受け取り・申請支援休日窓口�

3月
7 8 :30～1７:15 市役所市民課 市民課 ☎�６121

8 月 春の交通安全テント村 9 :30～11:00 きらめき広場・哲西前
(国道182号) 哲西支局 ☎�2111

9 火
狂犬病予防巡回注射 10:00～12:10 金谷、新見、高尾、西方 環境課 ☎�６124

献血� 33 9 :20
12:30

～
～
11:20
15:30 市役所南庁舎 健康医療課 ☎�６129

10 水
春の交通安全テント村 ７ :00～ 8 :00 神郷下神代・舞尾原付近

(国道182号) 神郷支局 ☎�６111

狂犬病予防巡回注射 10:00～15:20 草間、土橋、豊永、足見、
唐松、長屋、石蟹、正田 環境課 ☎�６124

11 木
春の交通安全テント村 ７ :30～ 8 :30 下熊谷・笹原踏切前

(県道新見勝山線) 交通対策課 ☎�６122

狂犬病予防巡回注射 10:00～11:30 大佐 環境課 ☎�６124

12 金
春の交通安全テント村 14:00～15:00 高尾・高尾小学校前

(国道180号) 交通対策課 ☎�６122

狂犬病予防巡回注射 10:00～12:00 哲多 環境課 ☎�６124

13 土
14 日
15 月 狂犬病予防巡回注射 10:15～11:40 哲西 環境課 ☎�６124

16 火 狂犬病予防巡回注射 10:00～12:00 哲西 環境課 ☎�６124

17 水
狂犬病予防巡回注射 10:00～11:55 神郷、足立 環境課 ☎�６124
「高梁川流域の自然フォトコンテスト2023」・
「第24回流域高校生絵画展」優秀作品巡回展示
　　　　　　　　　　　　　　～25日（木）� 24

9 :00～19:00 まなび広場にいみ
ギャラリー 生涯学習課 ☎�６148

18 木
19 金
20 土
21 日
22 月 狂犬病予防巡回注射 10:00～12:15 千屋、坂本、上市、西方 環境課 ☎�６124

23 火 狂犬病予防巡回注射 10:00～12:00 哲多 環境課 ☎�６124

24 水
狂犬病予防巡回注射 10:00～12:10 菅生、熊谷 環境課 ☎�６124

移動図書館巡回� 17 9 :20～ 9 :50 豊永公民館 中央図書館 ☎�282６

25 木
狂犬病予防巡回注射 10:00～12:25 長屋、井倉、法曽、草間 環境課 ☎�６124

移動図書館巡回� 17 10:45～11:15 井倉公民館 中央図書館 ☎�282６

※「狂犬病予防巡回注射」は 23
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この広報紙は、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

この印刷の一部には、水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

この広報紙は、再生紙を
使用しています。

　新見市に残る民謡をアーカイブ化※し、後世へ
継承していく活動をしている造

み き
酒耕

こうへい
平隊員。

　着任から１年がたち、現在は収集してデータ化
した民謡を広く発信するため、ホームページの作
成に取り組んでいます。
　民謡の音源の収集にあたっては、多くの方に協
力いただき予想を上回る数の音源を集めることが
できたと言います。ホームページでは、音源だけ
でなく、実際に歌い手や当時を知る人へのインタ
ビューを通して知った時代背景なども解説として
一緒に公開する予定です。
　また、国際交流にも積極的に取り組んでいる造
酒隊員。活動をしていく中で、海外の人の方が、
日本の民謡への関心が高いと感じることがあるこ
とから、将来的には英語での発信も行っていきた
い、とのことです。

　ホームページ公開後は、気軽に民謡に触れる機
会を提供していきたいとのことですので、今後も
造酒隊員の活動にご注目ください。

※アーカイブ化…カセットテープなどのアナログ
の音源を長期間安全に管理、保存するために
データ化すること

【問い合わせ先】移住・定住推進課　☎�6114

民謡の背景に思いを込めて

新見市ホームページ

過
去
の
市
報
に
い
み

公式アプリ・SNS一覧

【９：30～】
・新見で～れ～ええ体操パート2
・親子ふれあい体操
　４～７カ月児（月･水･金･日）
　８～11カ月児（火･木･土）
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんＰＶ
【15：30～】
・新見で～れ～ええ体操パート2
・親子ふれあい体操
　４～７カ月児（火･木･土）
　８～11カ月児（月･水･金･日）
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんＰＶ

●放送時間（各30分枠）
【20：30～】
・民生委員・児童委員をご存じですか
・やってよかった人生会議
・新知ってほしい！新見高校のいいところ
　（４月下旬～）

●一部インターネットでもご覧になれます！
新見市の番組動画 検索

※番組内容などは都合により変更
　になることがあります。

【問い合わせ先】秘書広報課 ☎�6190

新見市の番組を『にいみｉチャンネル』で放送中

民生委員・児童委員をご存じですか

新見で～れ～ええ体操パート2

4月

新見の人の動き
　総人口　26,493人（－76）
　　男　　12,651人（－28）
　　女　　13,842人（－48）
　出生７人　転入41人
　死亡35人　転出89人
世帯数　12,589世帯（－27）
★人口（）は前月比
令和６年２月29日現在
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新見市マスコット
キャラクター
   「にーみん」

「にーみん」
インスタグラム

市税・保険料
固定資産税・都市計画税
� １期

納期限▶４月30日（火）
口座振替をご利用の場合は、
残高をご確認ください。

新見まちナビ
ダウンロード

Android iPhone

文献で民謡の歌詞について調べる造酒隊員
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